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英　語 創価大学　公募推薦入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

出題傾向　�
　解答時間70分，大問７題，小問50問である。問題構成は以下の通り。
1　長文読解問題（10問）
2　中文空所補充問題（10問）
3　発音・アクセント問題（５問）
4　文法・語法問題（10問）
5　正誤問題（５問）
6　語彙・熟語問題（５問）
7　整序作文問題（５問）
　文法・語法・語彙に特化した出題が全体の５分の３を占めており，残りは中文・長文を元にした出題である。しかし，中文・
長文からの出題の中で，文章の内容を読み解いて解答する問題は大問1だけであり，そのほかの問題の大半が，文法・語法・
語彙に関連した問題である。したがって，英語で伝えられる内容の大意を把握するのではなく，英語における正しい運用力を
問う問題が大半であると言って良いだろう。整序作文問題などでは，完成された英文をきちんと作成して解答する必要もある
ので，解答はすべて４つの選択肢から選ぶ問題であるとはいえ，70分の試験時間ですべてを正確に解き終えることはなかなか
難しいと言える。正しい英語運用力をすばやく正確に使えることが必要である。

学習アドバイス　�
　発音・アクセント問題，文法・語法・語彙・整序英作文問題，読解問題に分けて対策を考えていこう。

①発音・アクセント問題
　出題されることがわかっていても，日ごろの学習における対策が立てづらい分野である。単語を覚える時に，発音記号の上
に付されたアクセントも一緒に覚えることが基本であるが，音声を形作る側面であるから，「音声」と同時に覚えていくことを
習慣化したい。例えば，教科書や市販の単語帳には，その音声が提供されていることが多いので，それを再生機器に取り込む。
取り込んだ音声を流し，まずは単語を見ずにそれをまねてみる。その後文字を見ながら再度まねて，アクセントや発音が大体
つかめたら，同じ音声をもう一度流し，書き取りをする。スペルをチェックして，再度音声を流し，アクセントの位置をチェッ
クする。書き出す練習は頻繁には行えないだろうが，「聞く」「話す」という２つの技能を単語学習に取り入れるだけで，発音・
アクセントを含めた覚えが格段に良くなるだろう。

②文法・語法・語彙・整序英作文問題
　正しい英語運用能力を支えるのが文法であるから，しっかり対策したい分野である。文法の基本である，「品詞」「５つの文
型（SVOC）」「句と節」を理解していないようであれば，文法書の各項目についてもう一度学習し，よく理解しておく必要が
ある。その後は，まず簡単な整序英作文の問題をやると良い。その時に，付された日本語訳を見ずに，先の３つの知識で並べ
られるように試みること。５つの文型を使い分けるには，品詞とその使い方がわからなければ，並べ替えでの運用がなかなか
難しいからである。同時に，高校で学習した各文法項目をもう一度確認しつつ，標準的な問題集を一通りやってみよう。既習
事項の再チェックはもちろんだが，日本語を見ない並べかえの練習から，意味に頼らない文法の運用の仕方が見えてくるはず
だ。その後は，とにかく量をこなすこと。自動詞・他動詞などの語法にまつわる項目や，連語などの語彙は問題集の中でも良
く取り扱われるので，逐一チェックしておけば，自然と身についていくだろう。

③読解問題
　５つの文型などを元に，訳を試みながら読んでいく，いわゆる精読も大切であるが，すばやく処理するためにも，文章を頭
からすばやく読んでいく，いわゆる速読の練習も欠かせない。精読は，市販の英文解釈問題集を使い，１日，１，２問ほど進め
ていくと良い。日本語訳の明解さをあまり意識しなくても良いが，必ず自分の解釈と解説が一致しているかを確認すること。
速読も，パラグラフ・リーディングなどの速読指南書を用いると同時に，音声付の英文を使って，音声を聞きながら読み進め
る訓練をしてみよう。音声を聞きながら高校の教科書を読んで，内容を理解するなど，初め，英文のレベルはそれほど高くな
くてよい。音声と一緒に読み進めて内容が大体つかめるようになってきたら，徐々に英文の難度を上げてみよう。音声を聞い
て理解することは，強制的な速読なので，効果は大である。
　最後に，問題の難易度は標準的であり，だからこそしっかりとした基礎力が大切である。それぞれの項目を地道に学習し続
けることが，確固とした実力を作ってくれる。普段の学習とそれぞれの対策を重ね，大学でも使える英語力を身につけ，大学
生として活躍してほしい。
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数　学 創価大学　公募推薦入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

出題傾向　�
　試験時間は70分，出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・A・B（数列・ベクトル）で大問は４題である。出題形式は，すべてマークシート
形式である。
　難易度は，教科書の節末・章末問題レベルまでで，基本問題・標準問題がほとんどである。大問が４題なので，数学Ⅰ・Ⅱ・
A・Bのすべての単元から出題されているわけではないが，特に偏りがあるわけではなく，出題範囲からバランスの良い出題に
なっている。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　２次関数と直線の位置関係についての問題（数学Ⅰ）。

⑴　教科書の基本事項の確認で，難易度は易である。
⑵　放物線と共有点の関係を考える問題で難易度はやや易である。
⑶　⑵の方程式を利用する。解と係数の関係も利用可ので，難易度は標準である。

2　与えられた複雑な関数について，３次関数に置きかえて最小値を問う問題（数学Ⅱ）。
⑴　数式の書きかえ問題で，難易度はやや易である。
⑵　⑴の結果から，微分を用いて３次関数の最小値を求める問題で，難易度は標準である。

3　コインを用いた反復試行の確率の問題（数学A）。
⑴　全体の場合の数から確率を求める基本問題で，難易度は易である。
⑵　反復試行の確率を求める基本問題で，難易度はやや易である。
⑶　反復試行の確率を求める応用問題で，難易度は標準である。

4　群数列の典型的な問題（数学B）。各設問とも群数列の応用問題で，難易度は標準である。

学習アドバイス　�
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，
各単元の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。
分からないところはそのままにしないこと。学校の先生などに質問することも必要である。これらを繰り返すことで，基礎力
は完璧になる。また，自分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみで
はなく，その証明などまとめておくようにしよう。
　次に，実戦力を身につけよう。出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験の過去問や，大
学入試センター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して15分から20分を想定して，
時間的制約のもとに解答する演習も必要である。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題がなかったが，油断
をしてはいけない。「データの分析」についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数学Ⅰ・Aの
両方を確認しよう）の活用は有効である。
　近年の入試傾向の一つに「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，毎日，
わずかでも良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。
　最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかける時間のシミュレーションをしておこう。こ
こまでの準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。
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英　語 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

■　全学統一入試

出題傾向
　本日程の試験問題は，発音・アクセント問題１題，長文読解問題１題，文整序問題１題，文法・語法問題１題，熟語・表現
問題２題，整序英作文問題１題，会話文空所補充問題１題の大問８題で構成され，設問は50問。試験時間は60分である。全て
４択のマークシート方式となっている。
　大問1は，A発音問題・Bアクセント問題で，両問とも基本的な語彙に関する問題であった。
　大問2は，読解問題で，空所補充問題，文挿入問題，下線部意味推測問題，内容一致問題を使って400語程度の英文の理解度
を測る形式である。読解問題は１題のみの出題であるため設問数が多く，より細かく理解度を測る問題となっている。
　大問3は，４つの選択肢を並びかえ，文章を完成させる問題である。苦手な受験生が多い問題形式のため，点差がひらく問
題の一つであろう。
　大問4は，単文中の空所に適切な語句を入れ，標準的な文法・語法の知識を問うものである。
　大問5は，単文中の空所に適切な語句を入れ，熟語表現を完成させる問題で，大問6は与えられた英文とほぼ同じ意味にな
るように，空所に単語や熟語を補う問題である。形式は異なるものの，両問とも熟語の知識を問う問題で，熟語対策の重要度
が高いことがわかる。
　大問7は，６～７の選択肢を和文に従って並べかえる整序英作文である。和文が与えられており，またその和文から求めら
れる文法事項がわかりやすいため，解きやすい問題と言える。
　大問8は，２人による会話文の空所補充問題で，ここでも熟語が多く問われている。

学習アドバイス
　本日程は，他日程よりも大問数が多く，そのため形式の種類も他日程に比べて多くなっている。読解問題の難易度は標準的
だが，知識問題，特に熟語に関する問題の難度はやや高めである。一見，問題数が多いが，演習を積めば試験時間内に解き終
わる分量である。各大問の特徴を見つつ，対策を考えていこう。
　大問1の発音・アクセント問題は，単語を覚えることと並行して行うと効率的である。単語は，問題として出題されること
も踏まえ，標準的な単語集を反復して完成させておこう。その際に，発音・アクセントを確認しながら覚えることで十分対応
できるだろう。
　大問2は，短めの英文を使った読解問題である。空所補充問題・下線部意味推測問題・内容一致問題など様々な問題が出題
されているが，特徴的なのは文挿入問題である。挿入する文に含まれる副詞や接続詞の役割を理解しておくこと，長文の内容
を正確に理解しておくことが求められるため，難度が高い問題形式である。文章は比較的平易な英文で書かれているため流し
読みをしがちだが，接続詞や指示語を確実に追いながら読む必要がある。過去問題や2013年以前の大学入試センター試験・第
３問Cなどを活用し，多くの類似した形式の問題に触れるようにしよう。
　大問3の文整序問題も，文挿入問題同様に，接続詞・副詞・指示語の内容を正確に理解する必要がある。過去問題や2006年
以前の大学入試センター試験・第３問Bなどを活用し，問題形式に慣れる演習をしてほしい。
　大問4の文法・語法問題と大問7の整序英作文は，冠詞・比較・時制・関係詞・準動詞など幅広い分野から出題されていた。
いずれも難度は高くないため，標準的な文法・語法を扱った問題集を繰り返し演習しておこう。
　大問5，6は，形式は異なるが，共に熟語の知識を問う問題である。本日程は熟語の出題率がとても高く，高得点をとるた
めには熟語の対策が必要不可欠である。まずは標準的な熟語集を１冊完成させ，長文演習の際に見つけた熟語を地道に覚えて
いくことが重要である。
　大問8の会話文問題は，これまで述べた対策で十分に対応できるはずである。会話文問題では，口語表現を問うことは非常
に少ないが，基本的な表現は確認しておくと良いだろう。
　本日程は熟語と多様な問題形式への対策が鍵を握っている。早めにスタートを切り，たっぷり演習時間を確保しよう。

■　一般入試（２月７日）

出題傾向
　本日程の試験問題は，文法・語法問題１題，長文読解問題１題，発音・アクセント問題１題，下線部正誤判断問題１題，会
話文空所補充問題１題，下線部意味選択問題１題，整序英作文問題１題の大問７題で構成され，設問は50問。試験時間は70分
である。全て４択のマークシート方式となっている。
　大問1は，単文中の空所に適切な語句を入れ，文法・語法・語彙・熟語の知識を問う問題である。準動詞関連の問題や慣用
表現，品詞に関する問題が出題されていた。
　大問2は，読解問題で，空所補充問題や内容一致・不一致問題を使って350語程度の英文の理解度を測る形式である。
　大問3は，A発音問題・Bアクセント問題で，両問とも基本的な語彙に関する問題であった。
　大問4は，正誤判断問題であるが，単文中の３箇所の下線部に誤りがない場合もあり，受験生を悩ませる問題形式であった
だろう。
　大問5は，２人による会話内の空所に適切な語句を挿入する問題が２つ出題されている。会話文問題というより，文法・語法・
熟語問題としての性質が強い。
　大問6は，単文中の下線が引かれた表現の意味を選ぶ問題である。長文内で出題される場合は文脈から推測できるが，単文
での出題であるため，熟語の知識が重要となる。
　大問7は，６～９の選択肢を和文に従って並べかえる整序英作文である。並べかえる語彙数が多いが，和文を参考にするこ
とができるので，使うべき文法事項がわかりやすい。

学習アドバイス
　問題形式は様々だが，全体として標準的な知識の確認に主眼が置かれている。一見，問題数が多いが，演習を積めば試験時
間内に解き終わる分量である。各大問の特徴を見つつ，対策を考えていこう。
　大問1，7は，標準レベルの文法・語法・熟語問題で，準動詞が中心の出題だった。いずれも高校教科書レベルの知識が確
実に定着しているかを見る問題なので，まずは学校で使った問題集などを徹底して解きなおそう。それができたら，実践力を
付けるために，入試過去問題や大学入試センター試験の過去問を使って演習を積むと良い。
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　大問2は，短めの英文を使った読解問題である。内容一致問題だけでなく，文章中の空所に適切な語句を挿入できるかどう
かで内容理解を問う問題が多い。文章は比較的平易な英文で書かれており，また分量もそれほど多くないため，取り組みやす
い。対策としては，短めの英文で構わないので，習慣的に英文を読むことが最も効果的である。空所補充問題が多いことを踏
まえ，対比を表す接続詞の前後での形容詞の変化など，細かな単語の使い方にも着目しながら読むと更に効果的である。また，
大問5の会話文問題は，大問1と大問2を合わせたような形式で，文法・語法・熟語・語彙を問う問題である。特別な対策は
必要なく，上記の対策を通して培った力で十分対応できるだろう。
　大問3は，基本的な発音・アクセント問題である。単語を単語集で覚えたり辞書で調べたりする際に，意味や品詞だけでは
なく，発音・アクセントも確認しながら覚えることが最も効果的な対策であろう。
　大問4は，正誤判断形式の文法・語法問題である。問われる事項は基本的なものばかりだが，大問1のような空所補充形式
の問題よりも更に正確な知識が求められるため，苦手とする受験生も多い。大問1で述べたように，基礎の定着と，形式に慣
れるための実践的な演習を繰り返すことで苦手意識を克服して欲しい。
　大問6は，熟語意味選択問題である。入試問題は熟語の出題率がとても高いため，標準的な熟語集を反復して演習し，完成
させておくと良いであろう。
　対策を早めに始めることで，確実な基礎力を付け，さらに演習を繰り返す時間が確保できる。形式に慣れておくと，効率よ
く問題を解けるようになり，時間短縮にもつながる。すぐに対策を始めよう。

■　一般入試（２月８日）

出題傾向
　本日程の試験問題は，発音・アクセント問題１題，会話文空所補充問題１題，長文読解問題２題，整序英作文問題１題，下
線部正誤判断問題１題，文法・語法問題１題の大問７題で構成され，設問は50問である。全て４択のマークシート方式である
が，問題数が多いため，70分の試験時間内に解き終わるには，それ相応の演習が求められる。
　大問1は，Aアクセント問題，B発音問題で，基本的な語彙に関する問題である。
　大問2では，２人による会話内の空所に適切な語句を挿入する問題が３つ出題されている。文法ではなく，ほとんどが表現
を問うもので，難度の高い知識も求められている。
　大問3，4は，主に内容一致問題，空所フレーズ挿入問題，下線部解釈問題を用いて，450語程度の長文の理解度を測る形式
である。長文には難しい語彙も含まれるが，それらには語注が付してあるため取り組みやすくなっている。
　大問5は，８～ 10の選択肢を和文に従って並べかえる整序英作文である。並べかえる語彙数が多いが，和文を参考にするこ
とができるので，使うべき文法事項がわかりやすい。
　大問6は，単文中に４か所引かれた下線の中から，誤っているものを選ぶ正誤判断問題である。問われる文法・語法の知識
は標準的だが，正誤判断という問題形式を苦手とする受験生も多いだろう。
　大問7は，単文中の空所に適切な語句を入れ，文法・語法・熟語の知識を問う問題である。

学習アドバイス
　出題形式が多様であることが特徴であるため，様々な形式に慣れておく必要がある。発音・アクセント，文法・語法などの
知識，読解という３つの分野に分けて対策を見ていこう。
　大問1の発音・アクセント問題は，単語の対策と並行して進めよう。単語は長文読解で重要なだけではなく，問題として出
題されることもあるので，標準的な単語集を反復して完成させておく必要がある。その際に，発音・アクセントを確認しなが
ら覚えることで十分対応できるだろう。
　大問2，5，6，7は，形式は異なるが，全て文法・語法・熟語などの知識を問う問題である。設問数が多いため，これら
を重点的に学習しておく必要がある。大問2は会話文問題形式ではあるが，語彙，熟語，文法・語法に関連する表現などの知
識を主に問う問題である。標準的なレベルの熟語集を反復し，加えて基本的な会話表現も覚えておくと解きやすいであろう。
大問5，6，7は，熟語なども出題されるが，文法・語法中心の問題となっている。それぞれの問題の難易度は標準的なので，
標準レベルの文法・語法中心の問題集を繰り返し演習することで，必要な知識を定着させておこう。基礎固めをした後は，空
所補充，正誤判断，整序英作文と様々な出題形式に慣れるために，過去問題や大学入試センター試験の過去問題などを使い，
実践的な演習を繰り返すことも忘れないでほしい。
　大問3，4の長文解釈問題は，ともに長文中の主要部分に関する内容一致問題が中心に出題されている。英文のレベルは，
大学入試センター試験よりもやや難しく，また試験時間を考慮すると，速く正確に読む力が求められていることがわかる。こ
のような力は一朝一夕に着くものではなく，習慣的に英文を読むことで徐々に着くものである。長文問題が苦手な受験生は，
易しめの英文からで良いので，指示語の指す内容や単語・熟語に着目しながら多くの英文に接するようにしよう。試験時間内
に解き終わるか否かの鍵を握っているのは大問3，4である。長文読解演習にかける努力を惜しまないでほしい。
　過去問題を解いて時間配分や自分の苦手分野を分析し，計画的に対策をしよう。健闘を祈る。

■　一般入試（２月９日）

出題傾向
　本日程の試験問題は，発音・アクセント問題１題，長文読解問題２題，文法・熟語問題１題，整序英作文問題１題，会話文
空所補充問題１題，下線部正誤判断問題１題の大問７題で構成され，設問は50問。試験時間は60分である。全て４択のマーク
シート方式となっている。
　大問1は，A発音問題・Bアクセント問題で，両問とも基本的な語彙に関する問題であった。
　大問2，大問4は読解問題で，内容一致問題や下線部意味推測問題を使って350語程度の英文の理解度を測る形式である。大
問2の設問文は全て和文だが，大問4は内容一致問題のみ英文になっている。
　大問3は，単文中の空所に適切な語句を入れ，文意に合致する熟語表現を完成させる問題が中心の出題であった。
　大問5は，６～８の選択肢を和文に従って並べかえる整序英作文である。和文が与えられており，またその和文から求めら
れる文法事項がわかりやすいため，解きやすい問題だと言える。
　大問6は２人による会話文問題で，空所補充問題と内容一致問題が出題されている。会話特有の口語表現が問われているの
ではなく，文脈が把握できているかを問う問題である。
　大問7は，正誤判断問題であるが，単文中の３箇所の下線部に誤りがない場合もあり，受験生を悩ませる問題形式であった
だろう。
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学習アドバイス
　様々な問題形式を用いて，多角的に英語の力を測る問題形式となっている。全体的に標準的なレベルであり，語彙・熟語・
文法などの知識と英文読解の基礎力を固めておくことが求められている。一見，問題数が多いが，演習を積めば試験時間内に
解き終わる分量である。各大問の特徴を見つつ，対策を考えていこう。
　大問1は，基本的な発音・アクセント問題である。長文を読む際に必要なだけでなく，問題として問われることもあるため，
確実な語彙力をつけておく必要がある。単語を単語集で覚えたり辞書で調べたりする際に，意味や品詞だけではなく，発音・
アクセントも確認しながら覚えると大問1の対策もできるだろう。
　大問2，4は，短めの英文を使った読解問題である。内容一致問題が中心に出題されているが，下線部類語選択問題も多く
出題されている。文章は比較的平易な英文で書かれており，また難しめの単語には語注も付してあるため読み易い。読解問題
の最も効果的な対策は，習慣的に英文を読むことである。類語選択が多く出題されていることを踏まえ，難しい語彙が出てき
たときには，文脈から意味を推測した上で辞書を使って確認するようにしよう。その際，類義語・対義語も一緒に確認してお
くと，効率的に語彙を増やすことができる。
　大問3は，動名詞や品詞を問う問題も含まれていたものの，大半が熟語知識を問う問題であった。いずれも基本的で重要度
の高い表現であるため，忘れていた表現があれば必ず覚え直しておこう。熟語は他日程でも出題されることが多いので，標準
レベルの熟語集を１冊仕上げておくと良い。
　大問5，7では，形式は異なるが，両問題とも基本的な文法・語法を問う問題である。いずれも高校教科書レベルの知識を
問う問題が多いため，まずは，学校で使った問題集などを徹底して解きなおし文法の基礎力を身につけよう。それができたら，
入試過去問題や大学入試センター試験の過去問などを使って演習し，形式に十分に慣れておく必要がある。
　大問6の会話文問題は，これまで述べた対策で十分に対応できるだろう。会話文問題では，口語表現を問うことは非常に少
ない。ただし，Sounds good.などの基本的な表現は確認しておくと良いだろう。
　ここまで対策できれば，後は時間配分を考えるのみ。過去問題を演習し，自分にとって最適な時間配分を決めて本番に臨ん
でほしい。健闘を祈る。
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国　語 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

■　全学統一入試

出題傾向
　本日程は，すべて現代文の読解問題である。大問一，大問二は「評論の読解問題」で，大問一は2800字程度の「現代の若者論」。
大問二は3200字程度の「生物社会論」である。28年度は，大問一が「科学技術論」，大問二は「東洋と西洋の対比」というテーマの
文章だったので，現代社会において重要なテーマであれば幅広い分野から出題されると予想される。大問三は2000字程度の「随筆の
読解問題」である。設問数は大問一が８問，大問二と大問三が６問ずつ。問題文の難易度は，どの大問も標準レベルだが，選択肢は
語句や短文であることが多いので，全体的な問題レベルはやや易～標準と言える。
　大問一は，森博嗣『孤独の価値』からの2800字程度の「現代の若者の孤独論」である。設問は，空欄補充，傍線部の「理由説明」「内
容説明」「脱文挿入」といった読解問題が中心であり，選択肢は語句や短文であるのが特徴である。「漢字の書き取り」「現代国語文法」
の知識問題も出題されている。
　大問二は，坂田宏志「共生と競争のジレンマ」からの3200字程度の「アリとアブラムシの生態観察をもとにした生物社会論」である。
設問は，「接続語の空欄補充」，傍線部の「理由説明」「内容説明」，本文全体での「内容一致」などの読解問題が中心となっている。「漢
字の書き取り」「慣用句の空欄補充」などの知識問題も出題されている。
　大問三は，坂東眞砂子「国際列車で出会った男」から「紛争地域で苦しんでいる人々への想像力」をテーマとした「随筆」。設問は，
前後の文脈をヒントにした「空欄補充」，傍線部の「理由説明」「内容説明」などの「読解問題」が中心となっている。「漢字の書き取り」

「カタカナ語（外来語）の意味」などの知識問題も出題されている。
　設問はどれも五肢択一のマークシート形式であり，記述解答問題はない。

学習アドバイス
　第一に「知識問題」対策である。どの大問の中にも「語彙力を問う問題」「国語常識を問う問題」がある。①「漢字と重要語句に関
する問題集」を１冊くりかえし学習しよう。語彙力がついてくれば，「文章の読解力」もUPするので一石二鳥だ。「漢字の読み書き」だ
けでなく「同義語・対義語」「慣用句・ことわざ・四字熟語」「カタカナ語（外来語）」についても出題されているので注意。②今年度
は「現代国語文法」の設問が１問出題されたが，28年度や他の日程では「敬語」「表現技法」「文学史」などの「国語常識」について
も問われているので，国語便覧や問題集を使って正しい用法を理解しておくこと。
　第二に，「読解問題」対策である。難易度が基本レベルの問題集を使おう。①「課題文の段落ごとの要点箇所に印をつける」→「課
題文全体を150字前後に要約する」という訓練で「読解力」をUPさせることができる。指導者に添削してもらうこと。②「解答力」UP
のためには，「傍線部や空欄の前後の文脈で『言い換え関係』『対比関係』『因果関係』などの論理を見つける」→「課題文中に見つけ
た『論理』に合致する選択肢を選ぶ」というパターンに慣れること。過去問の傾向からみて，そういった「基本的論理」の読解力を試
すというところに出題意図があると考えられる。
　第三に，「時間配分の練習」も必要だ。「60分」という試験時間は決して長くない。「確実に解ける設問」を解答する→「正解を絞り
込むのに迷う設問」は「候補」に印をつけて「保留」にする→いったん全ての設問に目を通したら，「保留」にしていた設問に「最終
的に決着をつける」。以上のような解答プロセスが身体にしみ込むまで，過去問を使って，「どういう順序で解くか」「どういう時間配分
で解くか」「見直しにどれぐらいの時間を想定しておくか」など，シミュレーションしておこう。

■　一般入試（２月７日）

出題傾向
　解答時間60分。一現代文（評論），二二現代文（小説）が必須，後は三古文あるいは四漢文の一方を選択して解答する。すべて五
肢択一のマーク式である。
　一現代文（評論）は，津堅信之『日本のアニメは何がすごいのか』で，約2000字。日本のアニメの海外進出について論じている。
設問は，漢字の書き取り，空所補充（接続詞・四字熟語），段落分け，内容説明等。問題文の内容も読み取りやすく，設問も基礎的な
読解力を問うもので平易である。
　二現代文（小説）は，本谷有希子の芥川賞受賞作『異類婚姻譚』の一節，約2500字。主人公「私」視点の語りだが，別の登場人物
の語った経験談が地の文に含まれている。設問は，漢字の書き取り，語句の意味といった知識問題や，空所補充（語句・接続詞）のよ
うな文脈把握力を問う問題は標準だが，理由説明，問題文の表現の特徴を問う問題はやや難しい。
　三古文は，寛政の改革で有名な松平定信の随筆『花月草紙』の一節，約400字。設問は，文法（品詞分解），現代語訳，内容説明，
理由説明等。ストーリーのある文章ではないので，受験生にとっては読み取りがやや難しいかもしれない。
　四漢文は，段成式の『酉陽雑徂』巻十二「語資」，約210字。あらすじは分かるが，ところどころ意味の取りにくい箇所がある。設問
は，漢字の読み，語句の解釈（意味），返り点と書き下しの組み合わせ，空所補充等。
　大問構成は大学入試センター試験と同じであるが，文章量は大学入試センター試験よりも少なく，選択肢も短いので，時間が足りな
くなるということはない。空所補充問題や段落分けなどがあるところが大学入試センター試験とは異なる。

学習アドバイス

漢字・語句
　一，二ともに漢字の書き取りが三問ずつ出題され，語句の意味の問題も出題されている。また，空所補充で四字熟語が選択肢に並ぶ
など，語句の知識が必要な問題が出題されている。大学入試センター対策の漢字問題集，語句の問題集を一冊繰り返しやっておこう。
漢字の学習に際しては必ず書いて覚えること。それとともに，漢字の問題集をやっていく中で，知らない単語に出会えば，辞書で意味
を確認し，語彙力を向上させよう。

評論・随筆
　今回の文章は読みやすかったが，他日程では硬質で高度な文章も出題されている。普段から新書レベルの読書をするとともに，大学
入試センター対策や私大対策のマーク式の問題集に取り組もう。ただ何となく読んで何となく「これかな？」と思った選択肢を選ぶだ
けというやり方では力は付かない。段落分けの問題も頻出である。問題文をいくつかの意味上の段落に分け，各段落の要旨（イイタイ
コト）をとらえる訓練をしよう（要旨を記述するのも良い）。各設問では，かならず文中の解答根拠を押さえた上で選択肢を選ぶ癖をつ
けること。また不正解選択肢が「なぜダメなのか」を本文を根拠に説明する訓練を積むと良い。これは答合わせをして正解が分かった
後でも解答力アップに役立つ。
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小説
　小説問題では，大学入試センター試験とは異なり，漢字の書き取りなどの知識の問題や空所補充問題などの文脈理解を問う問題が出
題される。これらは評論・随筆と同じように解答すると良い。読解に関する問題は，評論・随筆の場合とは違い，本文に直接書いてあ
る表現が正解選択肢になっているとは限らない。まずは本文の叙述に基づいて，正解になりえないものを消去法で排除し，さらに，本
文の中の情報（登場人物の人物像や言動・表情・しぐさからつかまえられる心情，登場人物相互の人間関係，事件など）を総合的に
判断して，残ったものから正解選択肢を選ぶというやり方が良い。大学入試センター対策の問題集で小説問題を解き，慣れること。

古文
　今回のようなストーリーのない文章の場合は，まず分からないなりに本文全体を読み，設問や選択肢を見て，その文章が何を話題に
しているかを押さえた上で再度本文に戻り，その話題に対して筆者が何をいっているのかを読み取るようにしよう。設問にはそれぞれ
ポイントがある。その多くは，その傍線部内にある古語や助詞・助動詞などの文法事項である。それに着目して選択肢を絞ること。そ
のためには，基礎知識を身につけることが欠かせない。

漢文
　漢文は注が少ないので，細部の読み取りが困難な部分もあるが，おおまかなストーリーをつかむようにしよう。設問は，漢字の読み
や解釈（意味），返り点や書き下しといった基本的なものが中心である。再読文字や句法，重要な漢字の意味や読み，用法といった基
礎知識を身につけておくこと。その上で，大学入試センター対策問題集に取り組み，基礎知識の確認をはかるとともに，知っている熟
語から類推して，一読しても意味の分からない漢字の意味を取っていく練習をすると良い。

■　一般入試（２月８日）

出題傾向
　解答時間60分。一現代文（評論），二現代文（小説）が必須，後は三古文あるいは四漢文の一方を選択して解答する。すべて五肢
択一のマーク式である。
　一現代文（評論）は，野矢茂樹の『語りえぬものを語る』の一節で，約2200字と短いものだが，硬質で抽象的な哲学的議論が展開
されているので歯ごたえがある。「絶対」「相対」という語を理解していないと読解は困難。設問は，漢字の書き取り，語句の意味，空
所補充（語句），脱文挿入，段落分け，文整序，内容説明など。
　二現代文（小説）は，北村薫の「走り来るもの」の一節で，約2010字。出版社の新人社員が初めて本を出版する経緯を語った部分。
ストーリーを追うのは平易。設問は，漢字の書き取り，語句やことわざの意味，空所補充（語句）理由説明，心情説明など。
　三古文は，作り物語『落窪物語』の冒頭部で，約720字。それなりに主体客体の省略はあるが，標準的な文章。設問は，語句の意味，
文法（品詞分解），主体・客体判定，傍線部解釈，内容説明など。やや紛らわしい選択肢もある。
　四漢文は，朱彝尊『曝書亭集』巻五十九「楊雄論」。約320字。前漢末から後漢初期の文人・思想家である楊雄を論じた文章。注が
少なく読解はやや難。設問は，語句の読み，語句の解釈（意味），書き下し，書き下し文を漢文にする問題，筆者の主張を問う問題など。
　大問構成は大学入試センター試験と同じであるが，文章量は大学入試センター試験よりも少なく，選択肢も短いので，時間が足りな
くなるということはない。空所補充問題や段落分けなどがあるところが大学入試センター試験とは異なる。

学習アドバイス

漢字・語句
　一，二ともに漢字の書き取りが三問あるいは二問出題されており，他にも，語句の意味の問題，文中で特定の語が同じ意味で使われ
ている例文を選ばせる問題，ことわざの問題など，語句の知識が必要な問題が出題されている。大学入試センター対策の漢字問題集，
語句の問題集を一冊繰り返しやっておこう。漢字の学習に際しては必ず書いて覚えること。それとともに，漢字の問題集をやっていく
中でも知らない単語に出会えば，辞書で意味を確認し，語彙力を向上させよう。

評論・随筆
　本日程では，哲学者による硬質で高度な文章が出題された。抽象的な議論で読解はやや手こずる。普段から新書レベルの読書をす
るとともに，大学入試センター対策や私大対策のマーク式の問題集に取り組んで抽象的な文章に慣れておこう。その際，ただ何となく
問題文を読んで何となく「これかな？」と思った選択肢を選ぶだけというやり方では力は付かない。段落分けの問題も頻出である。問
題文をいくつかの意味上の段落に分け，各段落の要旨（イイタイコト）をとらえる訓練をしよう（要旨を記述するのも良い）。各設問では，
必ず文中の解答根拠を押さえた上で選択肢を選ぶこと。また不正解選択肢が「なぜダメなのか」を本文を根拠に説明する訓練を積む
と良い。これは答合わせをして正解が分かった後でも解答力アップに役立つ。

小説
　小説問題では，大学入試センター試験とは異なり，漢字の書き取りなどの知識の問題や空所補充問題などの文脈理解を問う問題が出
題される。これらは評論・随筆と同じように解答すると良い。読解に関する問題は，評論・随筆の場合とは違い，本文に直接書いてあ
る表現が正解選択肢になっているとは限らない。まずは本文の叙述に基づいて，正解になりえないものを消去法で排除し，さらに，本
文の中の情報（登場人物の人物像や言動・表情・しぐさからつかまえられる心情，登場人物相互の人間関係，事件など）を総合的に
判断して，残ったものから正解選択肢を選ぶというやり方が良い。大学入試センター対策の問題集で小説問題を解き，慣れること。

古文
　古文の問題文は，何人かの人物が登場しストーリーのある文章が中心である。普段から古文を読む際に，文章を頭の中で映像化する
ことを勧める。常に「この箇所に誰と誰が登場しているのか」を押さえ，「この述部に関しては誰が誰に何をしているのか」を具体的に
イメージしながら読んでいく訓練をしよう。設問にはそれぞれポイントがある。多くは，その傍線部内にある古語や助詞・助動詞などの
文法事項である。それに着目して選択肢を絞ること。そのためには基礎知識を身につけることが欠かせない。

漢文
　漢文は注が少ないので細部の読み取りが困難な部分もあるが，なんとかおおまかなストーリーをつかむようにしよう。今回のように読
解が困難な文章でも，設問は，基本的な漢字の読みや解釈（意味），返り点や書き下し，再読文字や句法といった基本的なものが中心
である。焦らずに，傍線部内にある漢字に着目し，学習で身につけた知識に基づいて選択肢を検討すること。そのためには再読文字や
句法，重要な漢字の意味や読み，用法といった基礎知識を身につけておくこと。その上で，大学入試センター対策問題集に取り組み，
基礎知識の確認をはかるとともに，知っている熟語から類推して，一読しても意味の分からない漢字の意味を取っていく練習をすると
良い。
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■一般入試（看護学部）

出題傾向
　本日程は，すべて現代文の読解問題である。大問一，大問二は「評論の読解問題」で，大問一は3000字程度の「人類の歴史論」。
大問二は3200字程度の「民主主義社会論」である。28年度は，大問一が「空間論」，大問二は「物質の認識論」というテーマの文章だっ
たので，現代社会において重要なテーマであれば幅広い分野から出題されると予想される。大問三は3000字程度の「小説の読解問題」。
どの大問も「3000字程度」という長さは28年度と同様である。設問数は各大問ともに８問ずつ。問題文は，大問一，大問二はやや難，
大問三が易であるが，選択肢が，語句や短文であることが多いので，全体的な問題レベルは「標準」といえる。
　大問一は，佐藤洋一郎『食の人類史』からの「人類社会の歴史論」。設問は，空欄補充，傍線部の「理由説明」「内容説明」といっ
た読解問題が中心であり，選択肢は語句や短文であるのが特徴である。「漢字の書き取り」の知識問題も出題されている。
　大問二は，宇野重規『民主主義のつくり方』からの「社会を動かす人間の意志とは何か」に基づく「民主主義社会論」である。設
問は，傍線部の「理由説明」「内容説明」，本文全体での「要旨把握」などの読解問題が中心となっている。「表現に関する問題」「漢
字の書き取り」の知識問題も出題されている。
　大問三は，井上ひさし『しろばんば』からの小説の一場面。設問は，傍線部の「人物の心情」「場面の意味」を問う「小説特有の読
解問題」が中心となっている。「漢字の書き取り」「慣用句の意味」「表現技法の意味」などの知識問題も出題されている。
　設問はどれも五肢択一のマークシート形式であり，記述解答問題はない。

学習アドバイス
　第一に「知識問題」対策である。どの大問の中にも「語彙力を問う問題」「国語常識を問う問題」がある。①「漢字と重要語句に関
する問題集」を１冊くりかえし学習しよう。語彙力がついてくれば，「文章の読解力」もUPするので一石二鳥だ。「漢字の読み書き」だ
けでなく「同義語・対義語」「慣用句・ことわざ・四字熟語」「カタカナ語（外来語）」の知識も重要である。②「敬語」「表現技法」「文
学史」などの「国語常識」についても問われているので，国語便覧や問題集を使って正しい用法を理解しておくこと。
　第二に，大問一と大問二の「評論・随筆の読解問題」対策である。難易度が基本レベルの問題集を使おう。①「課題文の段落ごと
の要点箇所に印をつける」→「課題文全体を150字前後に要約する」という訓練で「読解力」をUPさせることができる。指導者に添削
してもらうこと。②「解答力」UPのためには，「傍線部や空欄の前後の文脈で『言い換え関係』『対比関係』『因果関係』などの論理を
見つける」→「課題文中に見つけた『論理』に合致する選択肢を選ぶ」というパターンに慣れること。そういった「基本的論理」の読
解力を試すというところに出題意図があると考えられるからだ。
　第三に，大問三の「小説の読解」対策である。「選択肢問題」中心の問題集を使おう。①「登場人物の心情」「場面の変化」をチェッ
クしながら全体を読む。「人物の心情」は「心情を示す語」だけでなく，「表情・動作」「会話の流れ」「風景描写」などから間接的に読
み取る力が必要だ。「場面の変化」は「時間の跳躍」「空間的移動」「事件の発生」などをきっかけとして起こる。②設問を解く際には，

「きっかけになった出来事」「以前からの人物の心情の流れ」「人間関係」「時代背景」などを意識して「傍線部」を解釈すること。「小
説問題における推理力」とは，「評論・随筆問題」とは異なり，「隠された文脈」を発見する作業である。
　最後に，「時間配分の練習」も必要だ。過去問を使って，「どういう順序で解くか」「どういう時間配分で解くか」「見直しにどれぐら
いの時間を想定しておくか」など，シミュレーションしておこう。
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日本史 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

■全学統一入試

出題傾向
　大問４題，総解答数40。解答形式は全て４択のマークシート方式が採用されている。時間は60分。問題構成は以下の通り。
1　奈良時代の政治・応仁の乱から豊臣秀吉までの雑題
2　桃山文化・江戸幕府による禁教（鎖国）政策
3　史料による明治・大正時代の状況把握
4　昭和初期の政治経済・平成時代の社会状況
　問題の難易度は，標準レベル。総解答数40問のうち，32問が語句・人物等の歴史用語を問う形式，８問が文章による正誤判
定問題。史料は大問のなかで４問が出題されている。入学試験問題の出題範囲は，古代から現代（平成）まで幅広く出題され
ている。出題分野は政治史・外交史を中心に，文化史・社会経済史が出題されている。全体的にバランスのとれた標準的な出
題内容である。

学習アドバイス
　入学試験問題で多くの割合を占めるのが，語句選択の出題である。語句選択は空欄の前後から判断して正解を導き出すのが
定番だが，基本的な知識が備わっていないと得点に結びつかない。語句は全て教科書レベルなので，教科書の太字の語句を中
心に「誰が何をしたか」「結果的にどうなったか」「どのような影響を与えたか」に注意して学習を進めていこう。特に，選択
形式の語句空欄補充問題では，選択肢に紛らわしいものが含まれているので，確実に正解が導き出せるよう，普段からの丁寧
な学習が大切である。また，正しい語句の組合せを問う形式も多く見受けられる。この出題形式は大学入試センター試験に類
似しているので，大学入試センター試験の過去問に積極的にトライすると良い。また教科書には「年表」でまとめられている
事項がある。2の「江戸幕府による禁教（鎖国）政策」などは，年表を見ておくことで，展開が把握できて対応しやすかった
と思われる。入試学習の基本は教科書である。教科書で，年表等でまとめて記載されている箇所は，よく見ておいた方が良い。
　文化史の問題は「作者・作品」「どの時代の作品なのか」を正確に把握できていれば確実に得点できるような出題になってい
る。単に無味乾燥に暗記するだけでなく，教科書・図説等にも目を通し，ビジュアル的にも文化史の知識の充実を図っていこう。
　3では，史料を４つ出題し，その史料に関する事項・状況を問う出題がなされている。引用された史料は教科書に必ず記載
されているもので，失点は絶対に回避したい。ある事項に関して学習する際に，必ず史料も関連させて学習する習慣を持とう。
そうすることで，理解が一層深まっていく。また，史料の克服は「慣れる」ことが重要である。史料問題集等を反復演習する
ことで，どういう箇所が狙われるかが分かるようになると同時に，苦手意識も払しょくできるはずである。
　近現代史の克服は，大学入試合格のために必要不可欠となる。明治・大正・昭和・平成と，時代ごと，首相ごとにまとめる
と良い。その際に，政治・外交（戦争など）を中心に分類すると良い。そうすることで，「いつ誰が何をしたか，何が起きたか」
が一目瞭然となる。後は，「どのような内容・結果」となったかを理解・定着させると良い。最後に，該当事項の問題演習を通
じて，吸収した内容を使えるようにしていきたい。

■一般入試（２月７日）

出題傾向
　大問４題，総解答数40。解答形式は全て４択のマークシート方式が採用されている。時間は60分。問題構成は以下の通り。
1　古墳時代から室町時代までの政治史・文化史
2　江戸時代の学問
3　江戸時代末期の政治状況と明治新政府の政策
4　1951年～ 1990年代初頭の政治史と社会状況
　問題の難易度は，標準レベルより「やや易」となっている。総解答数40問のうち，27問が語句・人物等の歴史用語を問う形式，
12問が文章による正誤判定問題，１問が年代配列という構成になっている。問題に未見・初見史料（教科書等に不掲載）によ
る出題がなされている。古代から現代まで幅広く出題されている。出題分野は政治史・外交史を中心に，文化史・社会経済史
が出題されている。全体的にバランスのとれた標準的な出題内容である。

学習アドバイス
　入試問題で，大きな比重を占めているのが，語句・人物等の歴史用語を問う出題である。ここで出来るだけ多く得点を積み
重ねることが，合格への第一歩となる。出題されている「語句・人物等の歴史用語」は，すべて基本的なもの，つまり教科書
に記載されているものばかりである。教科書をよく読み，「誰がどのような事をしたか」「為政者が誰の時に，どのような出来
事が起こったか」を中心に，ノートにまとめたりすることが大切である。そして，まとめた内容がどれだけ吸収できているか
を確認するために，「一問一答集」等を積極的に利用すると良い。
　文化史の出題も合否に大きく影響を及ぼす。文化史の学習は，政治史（通史）の学習が最優先されることから，後回しにさ
れる傾向がある。今回の入試では，文化史学習が十分に出来ていたかいなかで合否が決まったと思われる。文化史の学習は，
政治史（通史）のまとめが終わったら，同時にその時代の文化もまとめておくと良い（例：江戸時代前半の政治史学習がおわっ
たら，寛永・元禄文化を学習する）。なぜなら，彫刻・絵画など，政治・社会の影響が反映されている作品が多いからである。
もちろん，文化史学習で最も大切なのは，「作者は誰か」「作品はどれか」ということなので，作品名と作者を結びつけること，
どの時代・文化の作品なのかを確実にしておこう。
　さらに合格に近づくためには，正誤判定問題を得意分野にする必要がある。正誤判定問題は，関係する人物を変えたり，内
容・結果を変えたりして出題されるのが特徴である。普段の学習の時から，「人物・内容・結果」等に注意をしよう。出題され
ている問題は，大学入試センター試験レベルの内容なので，大学入試センター試験の過去問にトライして，正誤判定問題に慣
れていくことが大切である。誤った箇所は，どこが誤っているかを確認して，絶対に確認しておこう。なぜなら大学入試問題
の日本史は，類似した問題が多く出題される傾向があるからである。何度も正誤判定問題にトライすることで，自然に「誤っ
ている箇所」が見抜けるようになってくるはずである。
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■創価大学　一般入試（２月８日）

出題傾向
　大問４問，総解答数40。解答形式は全て４択のマークシート方式が採用されている。時間は60分。問題構成は以下の通り。
1　摂関政治と鎌倉・室町文化
2　近世の政治史・文化史
3　自由民権運動と衆議院議員選挙
4　日中・太平洋戦争
　問題の難易度は，標準レベル。総解答数40問のうち，35問が語句・人物等の歴史用語を問う形式，３問が文章による正誤判
定問題，２問が年代配列という構成になっている。史料問題の出題はない。古代から近現代まで幅広く出題されている。出題
分野は政治史・外交史を中心に，文化史・社会経済史が出題されている。全体的にバランスのとれた標準的な出題内容である。

学習アドバイス
　日本史学習の基本は，政治史を中心に，その時の為政者が「どのような背景・状況」のなかで「どのような政策を展開したか」

「どのような事件が発生したか」を確認することが柱になる。その際に，教科書・用語集・史料集・図説等を積極的に活用して，
展開された政策や事件に関する人物・結果・与えた影響等の知識を吸収しよう。そして，吸収した知識を実際の入試問題で使
えるようにするために，標準的な大学入試問題や一問一答集などを用いて，どれくらい理解できているかを確認することが合
格への第一歩である。また3自由民権運動と衆議院議員選挙の出題では，年号・数字を問う出題が見られた。重要事項に関す
る年号や重要な数字は正確に把握するように心がけよう。
　空欄補充で出題されている語句の多くは，教科書の「太字」の箇所や用語集の赤字の個所である。普段からしっかり学習し
ていれば，空欄の前後の文章や，問題文から正解が導ける。
　文化史の出題もなされている。決して文化史学習をおおろそかにせず，確実に得点して合格につなげよう。文化史の出題内
容は，教科書・用語集の範囲内である。実際に出題している内容を見ると，「道元が活動拠点とした寺院」「北条時宗に招かれ
て来日した僧侶名」「著作物と作者の組合せ」を問うなど，標準的なものになっている。「著作物と作者の組合せ」「誰の作品か」

「〇〇時代の建築物」等に注意し，時代背景も考慮しながら文化史の知識を集積していこう。文化史が苦手な受験生は，まず吸
収した知識を，一問一答集を用いて定着させた方が良い。
　出題数は少なかったが，正誤判定問題への対応も必要である（今年度は少なかったが，次年度は増加する可能性がある）。正
誤判定問題に適応するには，実際に問題演習を行い「どこが間違っているか」，「誤った語句や，時代に該当しない語句が入っ
ていないか」，「内容や結果に誤りがないか」に注意をしながら行うと良い。間違った箇所は教科書・用語集で確認し，その箇
所をコピーしてサブノートなどに貼っておくなどして，反復演習することが大切である。
　近現代史も頻出分野である。レベルは標準的なもので，教科書の範囲を超えていない。首相毎にどのようなことがあったか
をまとめると良い。その際に，政治的分野・外交的分野・経済的分野に分類することで，知識の習得だけでなく，関連性が把
握できるようにもなる。そして標準的な大学入試問題や一問一答集などを用いて，理解度を確認しよう。
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■全学統一入試

出題傾向
　全学統一入試の問題は，大問４題，設問数は各大問10問ずつの全40問である。すべてマークシートに解答する形式で記述解答問題
はなく，60分の試験時間で十分に解答可能な問題量と言える。
　すべての大問においてリード文に基づき問題が構成されており，４つの語句から適切なものを選択する問題が28問，複数の語句の組
み合わせ問題が４問，適切な世紀・年号を選択する問題が２問，４つの文の正誤判定問題が６問出題されている。語句を問われる問題
が全体の８割を占めており，正確な知識が求められている。なお，大問1にリード文の内容に関連する図版が示されているが，設問の
内容に直接関係するものではない。地図を用いた問題も出題されていない。
　各大問のリード文は，大問1が「中世ヨーロッパ史」，大問2が「様々な“語族”」，大問3が「中国史（殷～中華人民共和国の成立）」，
大問4が「列強による植民地支配と各地の反帝国主義・反体制運動」について述べられている。したがって，問題で出題されている時
代は，古代から現代まで幅広いといえる。出題されている地域もヨーロッパ・中国を中心としながらも，オーストラリアや中央アジアに
関する設問も見受けられる。教科書の内容を一通り学習した後に，教科書の中で記述が少なく理解が不十分になりがちな地域の学習も
重ねて行う必要がある。主に政治史・社会史に関する問題で構成されているが，文化史からも出題されており，特に宗教や思想につい
ては，その特徴を問う設問もあるためしっかり理解しておく必要がある。
　問題の難易度は「やや易～標準」であり，教科書の内容を逸脱するような難問は出題されていない。基本的知識が身についていれば，
十分に合格点をとることができるレベルの問題である。

学習アドバイス
　入試問題は，教科書に太字で記されているような基本的知識が問われるため，教科書を中心に据えて学習することが大切である。ま
ずは，学校で使用している教科書を精読し，世界史の流れを理解しよう。世界史の学習を単なる語句の暗記と考えてしまう受験生も多
いが，理解をしないまま暗記をしても得点には結びつかない。遠回りに思えても，教科書を読み，わからないところは用語集や参考書
で調べるなどして，内容の理解を心がけよう。その際，時代や地域の偏りなく教科書全体から出題されるため，古代史から学習をはじ
めて現代史の学習が疎かになると高得点は期待できない。未学習の範囲をつくらないよう計画的に学習を進めてほしい。
　教科書の精読と並行して，理解した内容を自分の知識として定着させていく必要がある。前述したように，入試問題では，多くの設
問で語句の知識が問われているため，一問一答形式の問題集の使用が有効である。答えられなかった語句には，付箋を貼ったり，マー
カーペンでチェックをつけるなどして，何度も繰り返し確認しよう。なお，教科書に記載されていないような細かな知識が問われること
はほとんどない。問題集には，出題されないような語句も含まれていることがあるが，すべてを網羅する必要はなく，教科書に太字で
記されている語句や用語集で出題頻度が高いと示されている語句を答えられるようになれば，十分に合格点をとることができる。地道
な学習によって，基本的な語句の知識を身に着けてほしい。
　また，様々なテーマのリード文に沿って問題が構成されている。リード文自体はとてもわかりやすくまとめられている。しかし，その
中には大問2のように，インド=ヨーロッパ語族，ドラヴィダ語族，アルタイ語族など，様々な言語の系統分類に関するリード文から出
題されると，戸惑う受験生も多いだろう。どのような切り口から出題されても対応できるように，ぜひ，問題演習にも積極的に取り組ん
でほしい。特に，教科書に準拠した通史形式の問題だけでなく，様々なテーマ史や地域史に関する問題が掲載されている問題集や過去
問を解くことを勧める。この問題演習を通して，盲点となっている地域や苦手としている分野の知識を補い，世界史の理解を深めると
ともに，自分の知識を活用して問題を解く実践的な力を養い，自信をもって試験本番に挑もう。

■一般入試（２月７日）

出題傾向
　２月７日に実施された一般入試の問題は，大問４題，設問数は各大問10題ずつの全40問である。すべてマークシートに解答する形式
で記述解答問題はなく，60分の試験時間で十分に解答可能な問題量と言える。
　すべての大問においてリード文に基づき問題が構成されており，４つの語句から適切なものを選択する問題が33問，複数の語句の組
み合わせ問題が１問，適切な時代を選択する問題が２問，４つの文の正誤判定問題が４問出題された。全体の８割以上が語句を問う問
題であるため，正確な知識を身に着けておく必要がある。なお，図版に関連した問題が１問含まれているが，地図を用いた問題は出題
されていない。
　各大問のリード文は，大問1が「イラン史（アケメネス朝ペルシア建国～ササン朝ペルシア滅亡）」，大問2が「中国の思想史（春秋・
戦国時代～明）」，大問3が「イベリア半島史（イスラーム勢力の進出～フェリペ２世の治世）」，大問4が「19世紀のヨーロッパ諸国の
動向」について述べられている。出題されている地域はヨーロッパと中国が中心であるが，シルクロードにおける文化交流に関する問
題も出題されており，他の地域との関連も意識して学習することが求められている。出題されている時代は，古代から近代までで，20
世紀以降についての設問は見受けられない。出題されている分野は政治・経済・社会・文化と多岐に渡っており，幅広い知識が問われ
る傾向にある。
　問題の難易度は「やや易～標準」であり，どの設問も教科書に記述されているような基本的知識が身についていれば，正解すること
ができる。正誤判定問題の出題も少ないため，同じマークシート形式の大学入試センター試験に比べて解きやすいと感じる受験生も多
いだろう。

学習アドバイス
　入試問題は，ほとんどが教科書の内容から出題され，大半が語句の知識を問う問題である。したがって，まず，教科書を精読し，教
科書レベルの内容は完璧に理解しよう。その際，わからない内容が出てきたら用語集や参考書を用いて補足し，教科書に太字で記され
ているような語句は自分の言葉で簡潔に説明できるようにしておきたい。
　教科書の精読を通して基本的事項が理解できたら，それを自分の知識として定着させることが大切である。一問一答形式の問題集
を利用し，「語句の知識が身についたか」を丁寧に確認しよう。答えられなかった語句はそのままにせず，付箋を貼ったり，マーカーペ
ンでチェックをつけるなどしておき，時間を置いて何度も繰り返し確認してほしい。一問一答形式の問題集の中には入試問題では出題
されないような細かな語句も含まれていることがある。しかし，教科書の内容を大きく逸脱するようなことは問われないため，問題集の
中に知らない語句が出てきた時には，用語集に示された出題頻度を確認するなどして，新たに吸収する必要がある知識かどうか判断し
てほしい。試験本番までの限られた時間の中で，すべての歴史的用語を網羅することは難しく，時には取捨選択することも必要となる。
合格点をとるために身に着けておくべき知識であるかどうかを考えながら学習していこう。

世界史 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム
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　政治史に関する出題が多いものの，大問2で思想史が出題されているように，全体の２割以上が文化に関連する事柄を含む設問であ
る。文化史を苦手としている受験生が多いため，十分な対策をしておけば，他の受験生に差をつけることができる。頻出とされる作品
名・作者は，整理しておくことで，これらの問題も得点源にしよう。また，大問4のように同時代の様々な地域について問われることも
あるため，特に，近世以降は同時代史も整理しておくと良いだろう。教科書に準拠した通史形式の問題を解くことはもちろん，文化史
や同時代史など様々な形式の問題にもぜひ取り組んでほしい。問題演習を行い，理解が不十分であった所は，もう一度，教科書や用語
集で確認し，どのような問題にも対応しうる実力をつけよう。このような丁寧な学習を積み重ねることが，合格への着実な道である。

■　一般入試（２月８日）

出題傾向
　２月８日に実施された一般入試の問題は，大問４題，設問数は各大問10問ずつの全40問である。すべてマークシートに解答する形式
で記述解答問題はなく，60分の試験時間で十分に解答可能な問題量と言える。
　すべての大問においてリード文に基づき問題が構成されており，４つの語句から適切なものを選択する問題が30問，複数の語句の組
み合わせ問題が２問，適切な時代・年号を選択する問題が３問，年代配列問題が１問，４つの文の正誤判定問題が４問出題されている。
全体の８割ほどの問題で語句の知識が問われているため重点的な学習が必要である。なお，図版に関連した問題が１問含まれている
が，地図を用いた問題は出題されていない。
　各大問のリード文は，大問1が「モンゴル高原の諸民族と文字」，大問2が「清朝の盛衰」，大問3が「16 ～ 18世紀のフランス史」，
大問4が「環大西洋革命（アメリカ独立革命・フランス革命・ラテンアメリカの独立運動）」について述べられている。出題されている
時代は中世から近代までで，古代史からの出題はなく，20世紀以降の現代史に関する設問も極端に少ない。近世・近代から集中的に出
題されているため，十分な対策が必要である。出題されている地域は中国とヨーロッパが中心であるが，東南アジアやラテンアメリカ
に関する設問も含まれているため学習を疎かにしてはいけない。８割ほどが政治史に関する問題であるが，貿易や建築などに焦点を当
てた問題もあるため，経済や文化など幅広い分野の知識が求められている。
　言語の系統分類や年号の知識も問われるが，いずれも教科書に記述されており，問題の難易度は「標準」である。教科書レベルの
基本的知識を身に着け，頻出とされる年号などを確認しておけば高得点を挙げることができる。

学習アドバイス
　前述したように，概ね教科書レベルの内容が語句の知識を中心に出題されるため，試験対策をする際は，教科書の内容の理解を徹
底しよう。教科書を精読し，わからない所は用語集や参考書で調べ，理解を深めてほしい。その際，問題の傾向や難易度を踏まえ，細
かな知識に捉われすぎず，すべての時代・地域・分野の基本的知識を着実に身に着けられるよう意識することが大切である。近世史・
近代史からの出題が多いため，計画的に学習を進めていこう。
　教科書の精読を通じて基本的な歴史の流れを理解できたら，それを自分の知識として定着させてほしい。特に，語句の知識が求めら
れているため，一問一答形式の用語集を用いて，丁寧に確認していくことが有効である。答えられなかった語句には必ず付箋を貼った
り，マーカーペンでチェックをつけるなどして，何度も繰り返し確認しよう。問題集には，出題されないような語句も含まれていること
があるが，すべてを網羅する必要はなく，教科書に太字で記されているような語句や，用語集で出題頻度が高いと示されている語句は
すべて答えられるようにしておきたい。
　また，ナントの王令（勅令）が廃止された年号が問う問題や，アメリカ独立革命に関連する出来事を時代順に並べかえる問題も出題
されている。つまり，受験生には常にそれぞれの歴史的事象が起こった時期や，他の歴史的事象とのつながりを意識して学習すること
が求められている。時間軸を設定し，一つ一つの歴史的事象を理解することは，世界史の学習の基本であるが，このような年号の知識
を要する問題や並べ替え問題を苦手とする受験生は多く，得点に差がつきやすい。合格点をとるために十分な対策をしてほしい。頻出
とされる年号は整理し，自分なりの語呂合わせを考えるなど，工夫しながら覚えよう。大学入試センター試験レベルの問題集を用意し，
問題に類似する並べ替え問題も解いてみよう。問題演習を繰り返すことで，理解が不十分なところを確認するとともに，自分の知識を
活用し問題を解く力をつけて，ぜひ合格を勝ち取ってほしい。
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■　全学統一入試

出題傾向
　試験時間は60分，大問は４題，小問は36問である。
　出題形式は四肢択一のマークシート形式であり，正誤判定問題・空欄補充問題・語句選択問題で構成されている。難易度は大学入
試センター試験レベルである。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　現代社会分野（７問）
　地球環境問題，日本人の行動様式，歴史的遺産や文化，宗教，青年期，哲学者の人間観
2　経済分野（10問）
　経済主体，財政，戦後日本経済史，独占禁止法，労働組合法
3　政治分野（10問）
　主要国の政治制度，裁判所
4　国際社会分野（９問）
　冷戦，国際連合

■　一般入試（２月７日）

出題傾向
　試験時間は60分，大問は４題，小問は44問である。
　出題形式は四肢択一のマークシート形式であり，正誤判定問題・空欄補充問題・語句選択問題で構成されている。難易度は大学入
試センター試験レベルである。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　現代社会分野（７問）
　地球環境問題，資源・エネルギー問題，生命倫理，情報化社会，職業生活と社会参加，日本の文化，大衆社会
2　国際社会分野（17問）
　貿易，国際収支，外国為替市場
3　政治分野（10問）
　国民主権，基本的人権の尊重，国会，内閣
4　国際社会分野（10問）
　国際社会の成立，国際法，主権国家，国際紛争

■　一般入試（２月８日）

出題傾向
　試験時間は60分，大問は４題，小問は41問である。
　出題形式は四肢択一のマークシート形式であり，正誤判定問題・空欄補充問題・語句選択問題で構成されている。難易度は大学入
試センター試験レベルである。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　現代社会分野（７問）
　地球環境問題，資源・エネルギー問題，生命倫理，青年期，少子高齢化，国際化，日本の宗教と文化
2　経済分野（16問）
　市場メカニズム，市場の失敗
3　政治分野（10問）
　民主政治，政党政治，選挙，地方自治，国家観
4　国際社会分野（８問）
　核軍縮，日米同盟，近年の武力紛争

学習アドバイス（全学統一入試、一般入試２月７日，２月８日　共通）
　出題内容は教科書レベルの基本事項が中心であるので，まずは教科書を繰り返し熟読して基本事項の習得に努めてもらいたい。た
だし，重要用語を知っているというレベルにとどまっていてはいけない。問題では，選択肢の記述量が多く，慎重な検討を要する正誤
判定問題も出題されているので，用語集などを活用しながら，用語の意味などについて正確に理解する必要がある。その上で，過去問
や大学入試センター試験の過去問を利用して実戦力の強化を図っていけば，高得点を挙げることが可能である。なお，現代社会は，時
事的な話題に敏感な科目であるので，日頃から新聞に目を通すなどして，時事的な話題にも関心を持ってほしい。
　各分野の学習のポイントを以下に挙げておく。

現代社会分野
　地球環境問題と日本の宗教と文化についての出題が最も多く，資源・エネルギー問題，青年期，生命倫理も比較的出題頻度が高くなっ
ている。大衆社会，情報化社会，高齢化社会といった現代社会の特質についても要注意である。まずは，これらのテーマについて重要
事項を整理しておくと良い。その上で，出題頻度が低い，比較的マイナーなテーマについては，過去問や模擬試験などで出会う都度，
整理をしていけば良い。

政治分野
　特定のテーマに偏ることなく，様々なテーマから出題されているので，政治分野全般について満遍なく学習しておく必要がある。特
に，各国の政治制度，日本国憲法の三大原則，日本の統治機構，地方自治，選挙は入試頻出テーマであるので，重点的に学習しておく
と良い。なお，問題では，日本国憲法の条文や最高裁の判例についての理解が問われる問題も出題されているので，資料集を活用して

現代社会 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム
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チェックすることを心がけてほしい。

経済分野
　経済分野の学習内容は，理論に関する分野と歴史と現状に関する分野の２つに大きく分けることができるが，経済分野の出題は理論
に関する分野が中心になっている。したがって，まずは，理論に関する分野，具体的には，市場メカニズム，財政，金融，国民所得に
ついて，基本事項を理解する必要がある。その上で，歴史と現状に関する分野については，過去問や模擬試験などで出会う都度，整
理をしていけば良い。

国際社会分野
　国際社会分野の学習内容は，国際政治分野と国際経済分野の２つに大きく分けることができるが，国際社会分野の出題は国際政治
分野が中心となっている。したがって，まずは，国際政治分野について，具体的には，国際社会の成立と国際法，国際連合，戦後国際
政治の動向（冷戦，軍縮問題，地域紛争）について基本事項を整理しておくと良い。次に，国際経済分野については，全く出題が見ら
れないわけではないので，貿易理論，国際収支，外国為替相場，IMF＝GATT体制，地域的経済統合といった入試頻出テーマについ
ては学習をしておく必要がある。

　繰り返しになるが，問題は教科書レベルの基本事項を問う問題が大半を占めているので，地道に努力を続けていけば，必ず高得点を
挙げることが可能である。最後まであきらめずに勉強を続け，合格を勝ち取ってもらいたい。
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■　全学統一入試（文系）

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・A・B（数列・ベクトル）で大問は３題である。出題形式は，すべてマークシート形式であ
る。
　小問集合形式の大問が１題，大問完結形式が２題出題されている。難易度は，教科書の節末・章末問題レベルまでで，基本問題・
標準問題がほとんどである。大問が３題なので，数学Ⅰ・Ⅱ・A・Bのすべての単元から出題されているわけではないが，特に偏りがあ
るわけではなく，出題範囲からバランスの良い出題になっている。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　小問集合形式の問題。難易度はやや易～標準である。

⑴　無理数の計算問題（数学Ⅰ）。
⑵　２次関数，２次不等式に関する問題（数学Ⅰ）。
⑶　正弦定理・余弦定理を利用する問題（数学Ⅰ）。
⑷　対数の不等式に関する計算問題（数学Ⅱ）。
⑸　組合せに関する問題（数学A）。

2　円と直線の位置関係，領域についての問題（数学Ⅱ）。誘導問題であるが，難易度は標準である。⑴→⑵→⑶の順で，前問
の結果を利用して解答する手順になっているため，⑴をミスすると，⑵，⑶もミスしてしまう問題構成になっている。

3　数列の漸化式の応用問題（数学B）。⑴の結果を利用して⑵を解答する誘導問題になっている。⑵は難度の高い問題である
が，⑴の結果やその誘導に沿って解答できるかが⑵のポイントになっている。難易度はやや易～やや難である。

学習アドバイス
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，各単元
の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。分からないと
ころはそのままにしないこと。学校の先生などに質問することも必要である。これらを繰り返すことで，基礎力は完璧になる。また，自
分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみではなく，その証明などもまとめて
おくようにしよう。
　次に，実戦力を身につけよう。2や3については，出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験の過
去問や，大学入試センター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して15分から20分を想定し
て，時間的制約のもとに解答する演習も必要である。また，1の小問集合形式に対しては，マークテスト対策用の問題集などでは，小
問（または１問１答型の問題）がまとめられているので，うまく活用したい。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題が
なかったが，油断をしてはいけない。「データの分析」についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数
学Ⅰ・Aの両方を確認しよう）の活用は有効である。
　近年の入試傾向の一つに「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，毎日，わずかで
も良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかけ
る時間のシミュレーションをしておこう。ここまでの準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。

■　全学統一入試（理工学部）

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・A・B（数列・ベクトル），出題される大問は５題である。受験生は，大問1～3を必
須解答し，大問4または5を試験会場で選択解答する。なお，大問4，5の両方を解答した場合，高得点の方を合否判定に使用する。
出題形式は，すべてマークシート形式である。
　難易度は，教科書の節末・章末問題レベルまでで，基本問題・標準問題がほとんどである。大問は，小問集合形式の問題と大問完
結形式の問題で構成され，1～3（必須問題），4（選択問題）は，数学Ⅰ・Ⅱ・A・Bからの出題，5（選択問題）は，数学Ⅲからの
出題である。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　小問集合形式の問題。難易度はやや易～標準である。

⑴　無理数の計算問題（数学Ⅰ・Ⅱ）。
⑵　２つの自然数の最大公約数を求める問題（数学A）。
⑶　２次関数の最大・最小（数学Ⅰ）。
⑷　指数に関する計算問題（数学Ⅱ）。
⑸　組合せに関する問題（数学A）。

2　空間図形とベクトルの問題（数学B）。内積，垂心や球面の中心の位置ベクトルについて問う問題である。難易度はやや易
～標準である。

3　確率の基本問題（数学A）。リード文を読んで問題の意味を読み取れるかが問われる問題で，難易度は標準である。
4　絶対値を含む２次関数と直線の位置関係や囲まれる部分の面積を問う問題（数学Ⅰ・Ⅱ）。難易度はやや易～標準である。
5　対数関数の極値，接線や対数関数と直線で囲まれる部分の面積を求める問題（数学Ⅲ）。難易度はやや易～標準である。

学習アドバイス
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，各単元
の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。分からないと
ころはそのままにしないこと。学校の先生などに質問することも必要である。これらを繰り返すことで，基礎力は完璧になる。また，自
分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみではなく，その証明などもまとめて
おくようにしよう。
　次に，実戦力を身につけよう。2～4については，出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験の過
去問や，大学入試センター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して12分から15分を想定し
て，時間的制約のもとに解答する演習も必要である。また，1のような小問形式の問題に対しては，マークテスト対策用の問題集など

数　学 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム
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で，小問（または１問１答型の問題）がまとめられているので，うまく活用したい。5については，数学Ⅲのマークテスト対策用の問題
集などが有効である。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題がなかったが，油断をしてはいけない。「データの分析」
についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数学Ⅰ・Aの両方）も確認しよう。
　近年の入試傾向の一つに（特に理科系では）「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，
毎日，わずかでも良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。
　最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかける時間のシミュレーションをしておこう。ここまでの
準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。

■　全学統一入試（看護学部）

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は数学Ⅰ・Aで大問は３題である。出題形式は，すべてマークシート形式である。
　小問集合形式の大問が１題，大問完結形式が２題出題されている。難易度は，教科書の節末問題レベルまでで，基本問題・標準問
題がほとんどである。出題に際しては，「データの分析」を除いて，特に偏りがあるわけではなく，数学Ⅰ・Aのすべての単元からバラ
ンスの良い出題になっている。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　教科書レベルの基本問題による小問集合形式の問題である。難易度は易～やや易である。

⑴　無理数の有利化，無理数の計算（数学Ⅰ）
⑵　２次方程式の解の配置（数学Ⅰ）
⑶　余弦定理・図形の性質（数学Ⅰ・A）
⑷　組合せ（数学A）
⑸　因数分解（数学Ⅰ）

2　確率（数学A）の総合問題。
⑴　確率計算の基本問題で，難易度は易である。
⑵　⑶確率の乗法定理，余事象の確率を用いた応用問題で，難易度は標準である。

3　三角比・図形の性質（数学Ⅰ・A）の総合問題。
⑴　相似比を用いて線分の長さを求める問題や余弦定理を利用して角度を求める問題で，難易度はやや易である。
⑵　⑴の結果を用いて面積や角度を求める問題。難易度は標準である。

学習アドバイス
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，各単元
の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。分からないと
ころはそのままにしないこと。教科書を読み返すことや，学校の先生などに質問することも重要である。これらを繰り返すことで，基礎
力は完璧になる。また，自分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみではなく，
その証明などまとめておくようにしよう。
　次に，実戦力を身につけよう。2や3については，出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験の過
去問や，大学入試センター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して15分から20分を想定し
て，時間的制約のもとに解答する演習も必要である。また，1の小問集合形式に対しては，マークテスト対策用の問題集などでは，小
問（または１問１答型の問題）がまとめられているので，うまく活用したい。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題が
なかったが，油断をしてはいけない。「データの分析」についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数
学Ⅰ・Aの両方を確認しよう）の活用は有効である。
　近年の入試傾向の一つに「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，毎日，わずかで
も良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。
　最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかける時間のシミュレーションをしておこう。ここまでの
準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。

■　一般入試（文系）（２月７日）

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・A・B（数列・ベクトル）で大問は４題である。出題形式は，すべてマークシート形式であ
る。
　難易度は，教科書の節末・章末問題レベルまでで，基本問題・標準問題がほとんどであるが，複数の単元を融合させた問題（本年
度は2，4）が出題されているので，慣れていない受験生にとっては，本来のレベル以上に難しく感じられる可能性がある。大問が４
題なので，数学Ⅰ・Ⅱ・A・Bのすべての単元から出題されているわけではないが，特に偏りがあるわけではなく，出題範囲からバラン
スの良い出題になっている。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　２次方程式の解と係数の関係を利用して，対称式の計算，２数を解とする２次方程式の作成をする問題（数学Ⅱ）。難易度

は易～標準である。
2　円周上の点の移動を利用して，場合の数，確率を求めさせる問題（数学Ⅰ・A）。難易度は易～標準である。
3　独立したテーマの小問が２問出題されている。

⑴　置きかえにより２次関数の最小値を求めさせる誘導問題（数学Ⅰ・Ⅱ）。難易度はやや易である。
⑵　対数を用いた条件付き２変数関数の最小値を求める問題（数学Ⅱ）。難易度はやや易～標準である。

4　６と互いに素である自然数の数列に関する誘導問題（数学A・B）。「６と互いに素である」⇔「２を約数にもたない」かつ
「３を約数にもたない」と考えられるかどうかがポイントの問題である。難易度は標準である。

学習アドバイス
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，各単元
の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。分からないと
ころはそのままにしないこと。学校の先生などに質問することも必要である。これらを繰り返すことで，基礎力は完璧になる。また，自
分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみではなく，その証明などまとめてお
くようにしよう。
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　次に，実戦力を身につけよう。出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験の過去問や，大学入試セ
ンター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して12分から15分を想定して，時間的制約のも
とに解答する演習も必要である。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題がなかったが，油断をしてはいけない。「デー
タの分析」についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数学Ⅰ・Aの両方を確認しよう）の活用は有効
である。
　前述したように，複数の単元を融合させた問題も出題されている。レベル的には難しい問題ではないので，慣れていない受験生は，
参考書などで扱っている融合問題の例題（基本レベル・標準レベル）でトレーニングしておくとよい。
　近年の入試傾向の一つに「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，毎日，わずかで
も良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。
　最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかける時間のシミュレーションをしておこう。ここまでの
準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。

■　一般入試（文系）（２月８日）

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・A・B（数列・ベクトル）で大問は４題である。出題形式は，すべてマークシート形式であ
る。
　難易度は，教科書の節末・章末問題レベルまでで，基本問題・標準問題がほとんどであるが，複数の単元を融合させた問題（本年
度は3）が出題されているので，慣れていない受験生にとっては，本来のレベル以上に難しく感じられる可能性がある。大問が４題な
ので，数学Ⅰ・Ⅱ・A・Bのすべての単元から出題されているわけではないが，特に偏りがあるわけではなく，出題範囲からバランスの
良い出題になっている。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　独立した計算問題が小問として２問出題されている。

⑴　絶対値を含む１次不等式を解く計算問題（数学Ⅰ）。難易度は標準である。
⑵　三角比を用いた方程式の解法と三角比の相互関係を問う問題（数学Ⅰ）。難易度はやや易である。

2　サイコロを３個投げたときの確率を求めさせる問題（数学A）。難易度はやや易である。
3　２つの放物線と１本の直線が与えられ，位置関係や領域の面積，直線の通過範囲を問う問題（数学Ⅰ・Ⅱ）。「放物線と直線」
「不等式と領域」「積分法」の融合問題になっている。難易度はやや易～標準である。

4　平面の位置ベクトルに関する誘導問題（数学B）。
⑴，⑵は典型的な問題で，難易度はやや易である。⑶は，位置ベクトルについての応用問題で，難易度は標準である。

学習アドバイス
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，各単元
の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。分からないと
ころはそのままにしないこと。学校の先生などに質問することも必要である。これらを繰り返すことで，基礎力は完璧になる。また，自
分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみではなく，その証明などもまとめて
おくようにしよう。
　次に，実戦力を身につけよう。出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験の過去問や，大学入試セ
ンター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して12分から15分を想定して，時間的制約のも
とに解答する演習も必要である。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題がなかったが，油断をしてはいけない。「デー
タの分析」についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数学Ⅰ・Aの両方を確認しよう）の活用は有効
である。
　前述したように，複数の単元を融合させた問題も出題されている。レベル的には難しい問題ではないので，慣れていない受験生は，
参考書などで扱っている融合問題の例題（基本レベル・標準レベル）でトレーニングしておくとよい。
　近年の入試傾向の一つに「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，毎日，わずかで
も良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。
　最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかける時間のシミュレーションをしておこう。ここまでの
準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。

■　一般入試（理工学部）

出題傾向
　試験時間は90分，出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・A・B（数列・ベクトル），出題される大問は６題である。受験生は，大問1～4を必
須解答し，大問5または6を試験会場で選択解答する。なお，大問5，6の両方を解答した場合，高得点の方を合否判定に使用する。
出題形式は，すべてマークシート形式である。
　難易度は，教科書の節末・章末問題レベルまでで，基本問題・標準問題がほとんどである。大問は，小問集合形式の問題と大問完
結形式の問題で構成され，1～4（必須問題），5（選択問題）は，数学Ⅰ・Ⅱ・A・Bからの出題，6（選択問題）は，数学Ⅲからの
出題である。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　小問集合形式の問題。難易度はやや易である。

⑴　２次方程式の計算問題（数学Ⅰ）。
⑵　循環小数を分数表示する問題（数学Ⅰ）。
⑶　無理数の計算（数学Ⅰ）。
⑷　無理数の整数部分，小数部分（数学Ⅰ）。
⑸　絶対値を含む１次不等式を解く問題（数学Ⅰ）。

2　群数列についての基本問題（数学B）。難易度はやや易である。
3　ベクトルに関する小問が２問出題されている（数学B）。

⑴　平面図形と位置ベクトル，内積の問題。難易度はやや易～標準である。
⑵　空間ベクトルに関して，内積の最小値を求める問題。難易度は標準である。

4　対数と２次方程式の融合問題。誘導形式で方程式の実数解の個数を求めさせる問題（数学Ⅰ・Ⅱ）。
　　難易度はやや易～標準である。
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5　２次関数，積分法，確率の融合問題（数学Ⅰ・Ⅱ・A）。難易度はやや易～標準である。
6　微分法・積分法に関する小問が２問出題されている（数学Ⅲ）。

⑴　無理関数の導関数と接線を求める問題。難易度は標準である。
⑵　指数関数と直線で囲まれた部分の面積を求める問題。難易度は標準である。

学習アドバイス
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，各単元
の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。分からないと
ころはそのままにしないこと。学校の先生などに質問することも必要である。これらを繰り返すことで，基礎力は完璧になる。また，自
分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみではなく，その証明などまとめてお
くようにしよう。
　次に，実戦力を身につけよう。2，4，5については，出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験
の過去問や，大学入試センター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して12分から15分を想
定して，時間的制約のもとに解答する演習も必要である。また，1や3のような小問形式の問題に対しては，マークテスト対策用の問
題集などで，小問（または１問１答型の問題）がまとめられているので，うまく活用したい。6については，数学Ⅲのマークテスト対策
用の問題集などが有効である。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題がなかったが，油断をしてはいけない。「データ
の分析」についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数学Ⅰ・Aの両方）も確認しよう。
　近年の入試傾向の一つに（特に理科系では）「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，
毎日，わずかでも良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。
　最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかける時間のシミュレーションをしておこう。ここまでの
準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。

■一般入試（看護学部）

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は数学Ⅰ・Aで大問は４題である。出題形式は，すべてマークシート形式である。
　難易度は，教科書の節末問題レベルまでで，基本問題・標準問題がほとんどである。出題に際しては，大問が４題なので，数学Ⅰ・
Aのすべての単元から出題されているわけではない（「図形と計量」「データの分析」「図形の性質」からの出題はなかった）が，特定
の単元に絞ることなく，バランスよくすべての単元に対応することが必要である。
　本年度の出題内容は以下の通りである。
1　無理数の基本的な計算問題（数学Ⅰ）。難易度は易～やや易である。
2　与えられた問題文から２次関数を作って，最大値を求めさせる文章題（数学Ⅰ）。２次関数が求められれば簡単な問題なの

だが，問題文から２次関数を作ることに慣れていないと苦戦する問題である。難易度は標準である。
3　方程式の整数解を求める誘導問題（数学A）。難易度はやや易～標準である。
4　確率の乗法公式，条件付き確率を問う問題（数学A）。長めのリード文から１問１答形式の設問に解答する。難易度はやや

易～標準である。

学習アドバイス
　対策としては，基本事項の確認からスタートしよう。教科書の練習問題や教科書傍用問題集の基本問題を中心に解くことで，各単元
の基本事項（基本性質，基本定理・公式）が理解できているかチェックし，不完全な部分は教科書に立ち返り確認する。分からないと
ころはそのままにしないこと。教科書を読み返すことや，学校の先生などに質問することも必要である。これらを繰り返すことで，基礎
力は完璧になる。また，自分専用の基本定理集，基本公式集を作っておくこともおススメである。その際に，定理や公式のみではなく，
その証明などもまとめておくようにしよう。
　次に，実戦力を身につけよう。出題スタイルが大学入試センター試験と同様なので，大学入試センター試験の過去問や，大学入試セ
ンター試験対策用の問題集を演習することで，実戦力に磨きをかけたい。大問１題に対して12分から15分を想定して，時間的制約のも
とに解答する演習も必要である。なお，本年度は，「データの分析（数学Ⅰ）」からの出題がなかったが，油断をしてはいけない。「デー
タの分析」についての過去問が少ないので，大学入試センター試験の過去問（数学Ⅰ，数学Ⅰ・Aの両方を確認しよう）の活用は有効
である。
　前述したように，複数の単元を融合させた問題も出題されている。レベル的には難しい問題ではないので，慣れていない受験生は，
参考書などで扱っている融合問題の例題（基本レベル・標準レベル）でトレーニングしておくとよい。
　近年の入試傾向の一つに「計算力を試す」ことが挙げられる。計算力は，普段の努力がそのまま現れるものなので，毎日，わずかで
も良いから計算のトレーニングは欠かさないでほしい。
　最後に，過去問の演習を通して，大問の解答の順番や，大問ごとの解答にかける時間のシミュレーションをしておこう。ここまでの
準備が整えば，結果は必ずついてくる。健闘を祈る。
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■　全学統一入試

出題傾向
　大問６題で解答個所は21カ所。すべて選択式で，大部分（21カ所中の17カ所）は選択肢の数が６個の問題である。残りは４択が２問，
８択と９択がそれぞれ１問であった。選択肢の内容は文字式が大部分で数値と語句が少数あった。記号，図，グラフを選ぶものはな
かった。すべての大問は小問により解答を求める方式であり，空所補充式の問題はない。出題分野は力学，電磁気，熱，音波，光波，
原子がそれぞれ大問１題ずつであった。高校物理の全範囲からバランスよく出題されている。試験時間60分に対して分量は適切なので
取り組みやすい試験であると言える。
　大問1は，万有引力の標準的な問題で，小問は５問であった。標準レベルではあるが，ケプラー第３法則を用いて楕円運動について
考える設問もあり，万有引力の本格的な問題になっている。今年度は，この大問の難度が一番高く，この問題で実力の差が明確な得点
差として出たと思われる。
　大問2は，直線電流が作る磁場と電流が磁場から受ける力の基本的な問題で，小問は５問であった。物理としては基礎レベルで，
計算も簡単な設問ばかりなので，この単元が学習の盲点になっていなければ，全問正解できる。
　大問3は，熱サイクルの問題で，小問は３問であった。定積変化，等温変化，定圧変化からなる熱サイクルなので，基本的な設定で
あると言える。等温変化で気体がした仕事Wを用いて設問に答えさせるのがちょっとしたひねりになっているが，冷静に考えれば，難
しくないことに気づくはずである。
　大問4は，気柱の共鳴の問題で，小問は２問であった。開口端補正が無視できる単純な設定で，２問とも基本問題である。正答率は
高いと思われる。
　大問5は，凸レンズの問題で，小問は２問であった。２問とも平易な基本問題であり，短時間で解答できる。
　大問6は，226　

88Raの放射性崩壊の問題で，小問は３問であった。いずれもこのテーマにおける典型的なものばかりである。原子分野を
無視せずにまじめに勉強した人は容易に全問正解できたはず。
　全体的な出題傾向についてまとめると以下のようになる。
①　高校物理の全分野から幅広く出題される。
②　各分野の出題頻度上位のテーマが出題されるとは限らない。今年度について言えば，力学は出題頻度がやや低い万有引力，電磁
気からはコンデンサーや電磁誘導ではなく電流と磁場，音波からはドップラー効果ではなく気柱の共鳴が出題された。
③　今年度の大問1，2，3は最初でミスをすると以後の問題も不正解になる，いわゆる“雪崩式失点”が起こる設問構成になっている。

学習アドバイス
⑴　高校物理を万遍なく学習する。
　全体的な出題傾向のまとめの②で書いたように，出題頻度の高い単元が出題される傾向ではない。よって，高校教科書の全範囲を丁
寧に学習しておく必要がある。例えば，「電磁気は馴染みにくいからコンデンサーと電磁誘導だけは問題解法をマニュアル的にルーチン
化して，あとは他の分野で頑張ろう」のような偏った学習をしてはならない。つまり，山を張るような学習はしないということである。
⑵　基礎～標準レベルの問題集を１冊やる。
　基本問題中心の試験なので基礎レベルの問題は確実に解けるようにしたい。また，“雪崩式失点”の憂き目にあわないためにも問題を
解くことに慣れて，早合点，勘違い，ケアレスミスをしない「信頼できる得点力」を身につけたい。そのためには高校教科書の学習だ
けでは足りないので問題集をやる必要がある。難問・奇問に備える必要はないので，基礎～標準レベルの問題集で十分である。問題数
が非常に多い総合問題集を用いるのならば，基礎～標準レベルの問題だけを学習し，発展レベルの問題は省略しても良い。
⑶　過去問を解く。
　過去問の研究はどの大学の入試対策でも必須である。過去問を通して，問題の難易度や試験時間に対してどの程度の分量なのかを
知り，実際の試験の感覚を得る。過去問研究を入試対策の総仕上げと位置付けて，遅い時期（12月以後）から始める人がいるが，そ
れでは入試対策に課題を発見したときの学習の修正や補強の時間的余裕がないという事態になりかねない。夏期に１～２年分の過去問
をチェックして，どのような出題だったか，合格するためにはあとどのぐらいの勉強が必要かなどの感触を得ておきたい。この過程を
経て，冬期に総仕上げとして５年分ぐらいの過去問研究をする。
⑷　出題の形式と内容が類似している大学の入試問題を解く。
　上記の⑴～⑶までをしっかりやれば合格ラインはクリアできるはずだ。しかし，さらに万全を期すならば，出題の形式と内容が類似
している大学の入試問題を解くのも良い練習になる。どの大学の問題が練習問題として適切かは高校の先生に相談すると良い。

■　一般入試

出題傾向
　大問５題で解答個所は42カ所。すべて選択式だが，選択肢の数は３～８とまちまちである。選択肢の内容は，文字式，数値，語句，
記号，図，グラフと幅が広い。出題分野は電磁気が大問２題，力学，熱，原子がそれぞれ大問１題であった。今年度は，波動分野の出
題はなかったが，高校物理の全範囲から幅広く出題されると認識しておくべきである。試験時間60分に対して分量は多いのでスピー
ディな対応が必要となる。
　大問1は光電効果を説明する文章の空所を補充する形式の問題である。基礎レベルの問題だか，空欄の数が非常に多い文章に，適
切な語句や文字式を補い一つの文章として完成させるので，物理の力とともに国語の力が必要となる。
　大問2はコンデンサーの標準的な問題である。この大問以後は出題形式が空所補充式から小問により解答を求める方式に変わる。
大問2の小問は６問であった。問１～問３は基礎レベル，問４～問６は標準レベルである。後半の問４～問６は問題集で類題を経験し
ていた人なら短時間で正解できるタイプの問題である。
　大問3は気体の状態変化の問題で，小問は４問であった。ピストンつきの容器に閉じこめられた気体という，よく見かける設定であ
る。前半の問１，問２基礎レベルだが，後半の問３，問４はやや難しい。特に，問３は体積変化と経過時間の関係のグラフを選ばせる
非常に珍しい問題であり，戸惑った人も多かったと思われる。
　大問4は２次元単振動の問題で，小問は６問であった。１次元の単振動は頻出だが，２次元の単振動は出題例があるとはいえ，その
頻度は低い。よって，高校の授業で学習した経験もなければ，問題集で見たこともないという人が大部分だったと思われる。今年度は，
この大問の難度が一番高く，正答率は一番低いと思われるので，ここで思考力を発揮して得点できた人は，他の受験生と大きく点差が
開いたと思われる。

物　理 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
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　大問5は電池の端子電圧と電池および電気抵抗で構成される電気回路の問題で，小問は４問であった。４問とも基礎レベルであり，
この大問が一番取り組みやすいと感じた受験生は多かったと思う。
　出題傾向については，「全問選択式だが，問題の難度にはかなりの幅があり，物理の基本知識，思考力，読解力，時間配分を上手に
やりくりする要領のよさのすべてが必要となる試験である」とまとめることができる。

学習アドバイス
⑴　高校教科書を丁寧に学習する。
　入試では難問で正解するよりも，基礎～標準問題で失点しないことの方がはるかに重要である。よって，高校教科書を丁寧に学習し
て基礎知識をしっかりと定着させることは，受験対策の基本事項である。
⑵　大学入試センター試験の過去問を学習する。
　出題形式が選択式で，しかも選択肢の内容が文字式，数値，語句，記号，図，グラフと幅が広いのは大学入試センター試験と同様
である。また，今年度の大問2と5はそのまま大学入試センター試験「物理」に出題されたとしてもまったく違和感がないような内容
である。よって，大学入試センター試験の過去問を学習することは受験対策としても有効である。
⑶　過去問を用いて時間配分の感覚を養う。
　過去問の研究はどの大学でも必須だが，過去問を通して問題のレベルの感触を得るだけではなく，時間の感覚も身につけたい。その
ためには過去問を模擬試験として用いる。具体的には，まず制限時間60分で答案を作る。次にそのまま30分延長して答案の改訂版を
作る。そして採点をする。延長した時間で得点が増えたならば時間配分を改善するための作戦を考える。「作戦」とは，採点結果を踏
まえて，問題に取り組む順番はこうした方がよかったとか，ここは思いっきり飛ばして後回しにして，別のところで意識を集中させて得
点すればよかったなどを反省，検討することである。この流れで，過去問数年分を題材として実行する。
⑷　空所補充形式が苦手な人は苦手を克服する。
　今年度の大問1のような空所補充式が苦手な人，すなわち，この種類の問題での得点率が低い，または得点率が悪いわけではない
が問題を消化するのに時間がかかってしまう人は練習が必要である。参考書の例題などから空所補充式の問題を抜き出して，集中して
演習しよう。また，高校の先生に相談してみるのも一つの方法である。データベースなどから検索してもらおう。
⑸　物理を得点源にしたい人はやや難しい問題も学習する。
　上記の⑴から⑶までをしっかりやれば合格最低ラインはクリアできるはずだ。しかし，さらに上を目指して物理で満点近くを狙いた
い人は，難関大学の対策を想定した入試問題集を学習すると良い。本格的な問題に取り組む経験により思考力を鍛えたら，今年度の大
問4のレベルの問題でも全問正解できる。
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■　全学統一入試

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は化学基礎・化学，大問は４題。問題の難易度は，教科書の章末問題程度から入試基本問題程度レベル
だが，一般入学試験よりも計算問題の量が多く，問題の難度が比較的高いので，時間的な余裕はほとんどないだろう。
本年度の出題内容
1：小問集合；元素の性質，塩の分類，酸化数，電池の種類，コロイドの性質，密度，物質量，固体の溶解度，熱化学方程式，浸透

圧
2：［Ⅰ］中和滴定，［Ⅱ］酸化還元滴定，［Ⅲ］化学平衡
3：硝酸の性質
4：［Ⅰ］エステルの構造決定，［Ⅱ］芳香族化合物の構造と性質

学習アドバイス
　試験問題は，理工学部を志望する受験生にとっては標準的な入試問題であるが，計算問題の量も多く，中問の難度も比較的高いので，
しっかりと対策をとらないと時間内に解ききれない可能性が高い。まずは，教科書レベルの基礎力を強化していくことが最も重要であ
る。教科書の内容をきちんと理解し，しっかりと語句を覚え，物質を様々なグループに分類できるようになっておかねばならない。次
に，教科書の章末の計算問題を確実に解答できるように，演習を繰り返しておく必要がある。教科書の問題が解けるようになったら，
教科書傍用の問題集の基本問題・標準問題程度を繰り返し演習しておくと良い。本年度は，小問集合において密度計算，物質量の計算，
溶解度の計算，熱化学の計算，浸透圧の計算と，個別の計算問題が連続して出題されているので，演習の際にはより速い解法を心掛
けて，スピーディーに解答できる力を身に着けておかなければならない。
　分野ごとの学習のポイントを以下に挙げておく。

理論化学
　基本レベルの問題を確実に得点できることが重要である。元素の周期律，同素体，化学結合，結晶の分類については頻出なので，き
ちんと理解し，それぞれの物質をきちんと分類できるようにしておかなければならない。計算問題では，濃度計算・化学反応式・量的
関係は頻出なので，過去問なども利用して多くの演習をしておくと良いだろう。また，溶解度，pH，滴定，電気化学，熱化学，浸透圧，
反応速度，平衡定数の計算問題なども苦手意識なく取り組めるように準備しておく必要がある。中和滴定や酸化還元滴定の問題も頻出
なので，ガラス器具の使い方，指示薬の選び方，終点での色の変化など，実験操作での注意点について教科書をよく読み，ポイントを
まとめておく必要がある。

無機化学
　無機物質の工業的な製法については，化学反応式を含めてきちんと覚えておくことが必要である。本年度は，銀と希硝酸の反応の化
学反応式を書けないと解答できない計算問題も出題されているので，頻出の化学反応式以外にも出題される可能性があり，十分に準備
をしておかねばならない。また，物質の色と化学式，立体構造と化学式を組合せで解答する問題もあり，詳細な知識が必要とされる。

有機化学
　教科書に記載のある有機化合物の構造と性質については，確実に身に付けておかないと，中問規模で解答することができず，大きく
得点を落とす可能性がある。4の［Ⅰ］のエステルの構造決定は，珍しい出題形式の問題であり，化合物Bと化合物Cの炭素数が同じ
であることに気づかないと，まったく解答できない。教科書傍用の問題集の標準問題だけでなく，過去問などを利用することで，若干
難度の高い問題にも触れておかなければならない。4の［Ⅱ］は標準的な有機化合物の知識があれば解答できるが，正誤問題は易しく
ないので，他の分野よりも注意が必要であり，十分な演習を行っておかなければならない。

高分子化合物
　本年度は，3の問８で，キサントプロテイン反応について出題されたが，DNAについての知識も必要とされ，糖類・タンパク質・核
酸などの天然高分子化合物についてもきちんと学習しておかなければならない。また，4の問８の選択肢③でフェノール樹脂について
の記載もあるので，教科書に記載のある合成高分子化合物についても，きちんと自分なりにまとめておく必要がある。

■　化学基礎　全学統一入試（看護学部）

出題傾向
　試験時間は60分，1，2が化学基礎（3～6が生物基礎）からの出題である。化学基礎からの出題数は２題。問題の難易度は，教
科書の章末問題から入試基本問題程度レベルだが，大問数に対して計算問題が比較的多く出題されるので，生物基礎との兼ね合いか
ら，時間配分を十分に顧慮しておく必要がある。
本年度の出題内容
1：小問集合；元素の性質，塩の分類，酸化数，密度，物質量，固体の溶解度
2：［Ⅰ］中和滴定，［Ⅱ］酸化還元滴定

学習アドバイス
　試験問題は，教科書に記載されている内容の定着が最も重要である。そのため，教科書に記載されている定義をきちんと理解し，語
句の意味を覚え，物質を様々なグループに分類できるようになっておきたい。また，計算問題を苦手とする受験生は多いと思うが，教
科書の章末の計算問題を確実に解答できるようにしておきたい。計算問題の演習は，同じ問題を何度も繰り返し，正しい解法を身に着
けることから始めてほしい。解法を理解したら，解答を見ながらではなく，何も見ずに自分の力で答えを導けるように繰り返し演習する
と良い。教科書の問題が解けるようになったら，教科書傍用の問題集にチャレンジし，自力で確実に解答できる問題を増やしていくと
良いだろう。中問ごとに計算問題が出題されているので，日々の演習の際には解答時間についても気を遣うようにしたい。
　分野ごとの学習のポイントを以下に挙げておく。

物質の構成
　小問集合では，物質の構成からの出題がほとんどである。元素の周期律，同素体，化学結合，結晶の分類については頻出であり，き
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ちんと理解し，それぞれの物質をきちんと分類できるようにしておこう。計算問題の分量も少なくはないので，スピーディーに解答でき
るように準備をしておこう。濃度計算と化学反応式の量的関係は頻出なので，教科書傍用の問題集の基本問題を何度も繰り返し，必ず
解答できるようにしておきたい。本年度出題された状態変化に伴う体積変化の問題は，問題集などでも頻出なので，割り切れない計算
であってもきちんと解答できるように準備しておきたい。

物質の変化
　酸・塩基の定義，pHの計算，塩の分類と水溶液の性質，酸化数の計算，酸化剤・還元剤の種類については頻出であり，確実に解答
できるように理解しておこう。また，本年度出題された中和滴定や酸化還元滴定の問題は基本問題なので，ガラス器具の使い方，指示
薬の選び方，終点での色の変化など，実験操作での注意点について教科書をよく読み，自分なりにポイントをまとめておくと良いだろ
う。中和反応，酸化還元反応に関する計算問題については，まずは，教科書の章末問題をしっかり解答できるようにし，次に教科書傍
用の問題集の基本問題を繰り返し演習してほしい。特に，酸化還元反応については，酸化還元反応を示す化学反応式が重要なので，
酸化剤・還元剤の半反応式から化学反応式を作れるように準備をしておいてほしい。2の［Ⅱ］の穴埋めについても，落ち着いて解答
すればそれほど難しくはないので，常に落ち着いて解答できるように，過去問なども利用して試験問題に慣れておこう。
　また，本年度は出題されなかったが，イオン化傾向と電池の基本原理も出題範囲なので，きちんと内容を理解し，反応の種類をよく
覚えるようにしてほしい。

■　一般入試

出題傾向
　試験時間は60分，出題範囲は化学基礎・化学，大問は５題。「物質の構成，物質の変化，無機物質，有機化合物」（旧課程の化学Ⅰ）
を中心に出題される。この他には，1の「糖の性質」，5の「キサントプロテイン反応」からの出題であった。問題の難易度は，教科書
の章末問題から入試基本問題レベル程度だが，学力の差が問われる計算問題も出題されている。

本年度の出題内容
1：小問集合；元素の周期律，化学結合，酸化数，濃度計算，pH，固体の溶解度，化学反応式と量的関係，糖の性質
2：小問集合；原子の構造，元素の周期律，同素体，元素の性質，化学結合，化学の基礎法則
3：［Ⅰ］混合気体の燃焼反応と量的関係，［Ⅱ］酸・塩基，塩の性質
4：［Ⅰ］C4H10Oの構造異性体，［Ⅱ］アルケンの元素分析と構造異性体，［Ⅲ］異性体の種類
5：アンモニアソーダ法と無機物質の性質

学習アドバイス
　試験問題は，理工学部を志望する受験生にとっては標準的な入試問題であり，日頃からの学習によって基礎力を強化していくことが
最も重要である。まずは，教科書の内容をきちんと理解し，しっかりと語句を覚え，物質を様々なグループに分類できるようになってお
かねばならない。次に，教科書の章末の計算問題を確実に解答できるように，演習を繰り返しておく必要がある。計算問題の演習は，
同じ問題を何度も繰り返すことが重要だが，解答を見ながらではなく，何も見ないで自分の力で答えを導けるようにならなければならな
い。教科書の問題が解けるようになったら，教科書傍用の問題集の基本問題・標準問題程度を繰り返し演習しておくと良い。例えば，
固体の溶解度には様々なパターンの問題があるが，本年度は，難度の高い硫酸銅（Ⅱ）五水和物の溶解について出題されているため，
問題集でも基本問題だけでなく，標準問題まで演習しておくことが必要になる。
　分野ごとの学習のポイントを以下に挙げておく。

理論化学
　「化学基礎」の範囲からの出題が大部分なので，まずは「化学基礎」の教科書を重点的に学習しておくと良い。元素の周期律，同素
体，化学結合，結晶の分類については頻出なので，きちんと理解し，それぞれの物質をきちんと分類できるようにしておかなければな
らない。計算問題では，濃度計算・化学反応式：量的関係は頻出なので，過去問なども利用して，多くの演習をしておくと良いだろう。
あまり出題頻度の高くない化学の基礎法則についても出題されているので，「化学基礎」の範囲については，教科書の内容を熟読し，
理解しておくことも要求される。塩の分類や酸化数についても頻出だが，それほど難しくないので，教科書傍用の問題集をきちんと演
習しておけば良い。

無機化学
　無機物質の工業的な製法については，化学反応式を含めてきちんと覚えておくことが必要である。語句や化学式の空欄補充などは難
しくないが，無機物質の性質に関する正誤問題は比較的難しく，教科書の内容をしっかり覚えておかないと正解できない。自分なりの
まとめノートなどを作って，試験当日まで暗記に努めよう。

有機化学
　炭素数の多い有機化合物についての出題は稀なので，炭素数１～５までのアルカン，アルケン，アルコール，カルボン酸，エステル
などの構造異性体については，普段の学習の際に，すべてを書き出せるようにしておこう。計算を必要とする元素分析についても出題
されるので，いろいろなパターンの問題を演習しておくと良いだろう。また，本年度の異性体の種類については珍しい出題形式である
が，教科書の内容をきちんと理解しておかないと難しく感じたと思う。

高分子化合物
　本年度は，1の問10で，マルトースによるフェーリング液の還元について出題され，5の問３の選択肢④でキサントプロテイン反応
について出題されたのみである。単糖類・二糖類・多糖類，アミノ酸の構造，タンパク質の性質について，教科書内容をきちんと理解
しておけば良いだろう。

■　一般入試化学基礎　化学基礎（看護学部）

出題傾向
　試験時間は60分，1～3が化学基礎，4～8が生物基礎からの出題である。化学基礎からの出題数は３題。問題の難易度は，教科
書の章末問題から入試基本問題程度レベルだが，学力の差が問われる計算問題も出題されるため，生物基礎との兼ね合いから，時間
配分を十分に考慮しておく必要がある。
本年度の出題内容
1：小問集合；元素の周期律，化学結合，酸化数，濃度計算，pH，固体の溶解度
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2：小問集合；原子の構造，元素の周期律，同素体，元素の性質，化学結合，化学の基礎法則
3：［Ⅰ］混合気体の燃焼反応と量的関係，［Ⅱ］酸・塩基，塩の性質

学習アドバイス
　試験問題は，他大学の入試問題と同様に，教科書に記載されている基礎知識の定着が最も重要である。そのため，教科書の内容を
きちんと理解し，語句の意味を覚え，物質を様々なグループに分類できるようになっておきたい。計算問題を苦手とする受験生は多い
と思うが，教科書の章末の計算問題を確実に解答できるように，演習を繰り返しておきたい。計算問題の演習は，同じ問題を何度も繰
り返し，正しい解法を身に着けることから始めてほしい。解法を理解したら，解答を見ながらではなく，何も見ずに自分の力で答えを
導けるよう繰り返し演習すると良い。教科書の問題が解けるようになったら，教科書傍用の問題集にチャレンジし，焦らずに自力で確
実に解答できる問題を増やしていくと良いだろう。
　分野ごとの学習のポイントを以下に挙げておく。

物質の構成
　大問のうち２題が小問集合のため，物質の構成からの出題が多い。元素の周期律，同素体，化学結合，結晶の分類については頻出
なので，きちんと理解し，それぞれの物質をきちんと分類できるようにしておこう。計算問題の分量も少なくはないので，焦らずに解答
できるように準備しておきたい。濃度計算と化学反応式の量的関係は頻出なので，教科書傍用の問題集の基本問題を何度も繰り返し，
必ず解答できるようにしておきたい。本年度は，未知の炭化水素とプロパンの完全燃焼についての量的関係が出題されたが，教科書レ
ベルよりも難しいため，過去問なども利用して多くの演習を積んでおくと良いだろう。

物質の変化
　酸・塩基の定義，pHの計算，塩の分類と水溶液の性質，酸化数の計算，酸化剤・還元剤の種類については頻出なので，確実に解答
できるように理解しておこう。また，本年度は出題がなかったが，中和滴定や酸化還元滴定の問題も出題されるので，ガラス器具の使
い方，指示薬の選び方，終点での色の変化などの実験操作での注意点について教科書をよく読み，自分なりにポイントをまとめておく
と良いだろう。また，中和反応，酸化還元反応に関する計算問題についても出題が予想されるので，教科書の章末問題や，教科書傍用
の問題集の基本問題を繰り返し演習しておいてほしい。特に酸化還元反応については，化学反応式が重要なので，酸化剤・還元剤の
半反応式から化学反応式を作れるように準備をしておこう。
　空欄補充問題はそれほど難しくないが，正誤問題が比較的解きにくい。イオン化傾向を学習する際には，金属単体の反応性について
きちんと理解し，試験当日までに覚えられるようにすると良いだろう。
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■　全学統一入試

出題傾向
　解答時間60分であり，出題範囲は生物基礎，生物の全範囲から出題されている。解答方式は全てマークシート式である。マーク数の
合計が48であり，計算問題も含まれていることを考えると，ゆっくり解いていると時間が足りなくなる恐れがある。出題形式は空欄補充
や文章の正誤判断に関する問題がほとんどである。難しい実験考察問題が出題されているわけではないのが特徴である。本年度出題
された問題が以下である。
1　生体物質と細胞（生物基礎・生物）
　　全ての小問がアとイの２つの文章の正誤を答える構成となっている。細胞骨格の特徴などやや細かい知識も出題されている。
2　代謝（生物）
　　全体的に基本的な知識が問われている，取り組みやすい問題であった。
3　遺伝子の発現調節（生物）

　基本的な知識が問われており，1と同様にアとイの２つの文章の正誤を答える小問が出題されている。転写と複製の違いを正しく  
理解できていないと正解できない問題が多い。

4　動物の配偶子形成（生物）
　　基本的な知識問題が問われており，体細胞分裂と減数分裂の違いなどを正確に理解しておく必要がある。
5　植物の環境応答（生物）
　　種子の発芽に関する基本的な知識問題から構成されている。
6　生態と環境（生物基礎・生物）
　　文章Ⅰでは物質生産，文章Ⅱでは生物濃縮に関する内容が出題されている。
7　進化（生物）
　　分子進化に関する問題が出題されており，点差が開いた問題である。
8　バイオーム（生物基礎）
　　植物名なども出題されており，正解するには細かい知識が必要である。

学習アドバイス
　大問数が８題と多く，生物基礎・生物の全範囲から出題されている。したがって，苦手分野があると致命的である。必要以上に細か
い内容を覚える必要はないので，生物の範囲の中で苦手分野を作らないようにすることが大切である。すでに苦手分野がある人は，早
いうちからの対策が必要だろう。また，定番の計算問題が出題されていることも特徴として挙げられる。計算問題はどうしても出来・
不出来が分かれるので点差が開きやすい。生物の計算問題では，複雑なものは少なく，ほとんどが定番のパターンから出題される。今
年度出題された問題も定番のパターンからの出題である。計算問題に関しては，ある程度練習をすれば誰でも得点できるようになる。
しっかりと対策をしておくことをお勧めする。
　全体的に文章の正誤判断を問う問題が多い。このような問題は，しっかりとした知識が無いと高得点を取れない。過去問をやった際
に，答合わせだけをして終わりにしてはいけない。合っていた問題，間違っていた問題，両方とも，文章のどこが誤りかしっかりとチェッ
クしておこう。それをやることで，同じ問題でも得られるものはとても多いものとなる。さらに，教科書のどのレベルの知識が必要かを
頭に入れることができれば，日常の勉強にも大いに役立つはずである。
　多くの学校で，生物は，受験直前まで新しい内容を学ぶことが多い。したがって，新しいことを学ぶ際に，少しでも理解が不十分で
あると，そのまま入試を迎えてしまうことになる。学校等で新しく習うことを，その都度受験レベルで理解していけるように普段の学習
を怠らないようにしよう。

■　全学統一入試　生物基礎（看護学部）

出題傾向
　解答時間は化学基礎と合わせて60分なので，生物基礎の試験時間は実質30分である。出題範囲は生物基礎の全範囲で，バランスよ
く出題されている。解答方式は全てマークシート式である。生物基礎のマーク数の合計が22，基本的な知識問題が多いので，時間には
余裕があると思われる。出題形式は，空欄補充や文章の正誤判断に関する問題がほとんどであるが，一部で計算問題も出題されてい
る。文章選択の問題では，その多くが「誤っているもの」を選ぶ問題となっていることが特徴として挙げられる。本年度出題された問
題が以下である。
3　エネルギーと代謝
　　文章Ⅰで異化と同化に関する問題が出題され，文章Ⅱで酵素に関する問題が出題されている。
4　遺伝子とそのはたらき
　　セントラルドグマに関する問題。問６でシャルガフの規則に関する計算問題が出題されている。
5　体内環境の維持
　　血液凝固，免疫，自律神経，肝臓と腎臓と様々な内容が出題されているが，その多くは文章の正誤判断を行う問題である。
6　生態系とその保存
　　文章Ⅰでは地球温暖化，文章Ⅱでは外来生物に関する問題が出題されている。

学習アドバイス
　生物基礎の範囲から標準的な知識問題（教科書レベル）が出題されている。解答するために教科書以上の知識が要求されるわけで
はないので，教科書を中心とした学習を普段から心がけると良いだろう。まずは，「教科書をしっかりと読み込み，理解し，覚えている
かをチェックすること」を繰り返すことが有効な対策となる。難しい計算問題や考察問題は出題されていないで，使用する教材は，学
校等で配布さえるワークなどで十分である。しかし，出題傾向を見てもわかるように，生物基礎全範囲から出題されるので，苦手分野
などは無くす必要がある。
　4で計算問題が出題されていることに注目したい。内容的には定番の計算であり，難しくはない。しかし，計算問題が出題されてい
るということは，来年度も出題される可能性が高いと考え，対策が必要である。計算問題を苦手にしている受験生は多く，どうしても
点数差が開きやすい。生物基礎の範囲で出題される計算問題は，それほどパターンは多くないので，細胞周期の計算，酸素解離曲線の
計算，尿生成に関する計算など，定番の計算問題に関しては自信をもって解けるよう，練習をしておこう。

生　物 創価大学　全学統一入試・一般入試　学習アドバイス（傾向と対策）
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム
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　誤選択肢ではあるものの，「フィブリノーゲン」など生物基礎の範囲を超えるような用語も出題されている。生物基礎の教科書の発
展欄などには記載があるので，そのような部分に関してもある程度は目を通しておくと良い。
　6では具体的な生物名が問題になっている。特にバイオームの分野などは植物名が多く，苦手とする受験生が多いので，この分野の
学習は怠らないようにしよう。
　全体的に，普段からしっかりと学習していれば，高得点が望める試験であり，努力量が点数に比例する問題になっている。地道な努
力で高得点を目指してもらいたい。

■　一般入試

出題傾向
　解答時間60分であり，出題範囲は生物基礎，生物であるが，生物からの出題比率が高い。解答方式は全てマークシート式である。
マーク数の合計が52と多く，実験考察問題も含まれていることも考えると，時間が足りなくなる受験生もいただろう。出題形式は空欄
補充や文章の正誤判断に関する問題がほとんどであるが，発生に関する実験問題なども出題されているところが特徴的である。要求さ
れる知識は標準レベルのものが多いが，文章選択ではかなり細かい知識が問われている。本年度出題された問題が以下である。
1　タンパク質（生物）

　図を与え，その中の空欄を埋める問題など，特徴的な問題である。ヘモグロビンを構成するポリペプチドの数などやや細
かい内容も出題されている。

2　遺伝情報の流れ（生物）
　　DNAの構造から突然変異，オペロンまで遺伝子関連の内容が幅広く出題されている。
3　バイオテクノロジー（生物）

　遺伝子組み換えの手法，その影響に関する問題となっている。特に問７などは覚えるだけの勉強では解くことができず，
思考力が問われる問題となっている。

4　発生（生物）
　　中胚葉誘導の実験や母性効果遺伝子，文節遺伝子など，かなり細かい知識問題が出題されている。
5　植物の生殖と発生（生物）
　　植物の配偶子形成から重複受精までの過程が出題されている。
6　動物の環境応答（生物）
　　受容器，神経，効果器から標準的な知識問題が出題されている。
7　動物の進化（生物）
　　魚類から哺乳類，霊長類に至る進化に関する問題となっている。
8　進化と系統（生物）
　　先カンブリア時代の変遷と染色体突然変異に関する問題となっている。染色体突然変異は教科書でも扱いが小さく，難度が高い。

学習アドバイス
　今年度の入試の中では，全体的に最も難度の高い問題構成となっている。「生物基礎」よりも「生物」からの出題が多く生物の範囲
からバランスよく出題されている。したがって，当面の目標としては，「生物」の教科書を完璧に理解することが，最も有効な対策とな
るだろう。「生物基礎」に比べ「生物」では，扱う内容が多く，かなり細かい。一朝一夕にできることではないので，日頃から教科書を
読み込む癖をつけておこう。特に，今年度の発生の問題では「ビコイド遺伝子」「ナノス遺伝子」「セグメントポラリティー遺伝子」な
ど具体的な遺伝子やタンパク質の名称までが出題されている。このような細かい用語にまで注意を払っておく必要がある。また，出題
傾向でも書いたように，問題数がやや多いので，問題を解くスピードも重要になってくる。空所補充や文章選択の問題などは，形式に
慣れていくことで解答時間を短縮することは可能である。同様の出題形式の問題を，時間を意識しながら解く練習をすると良いだろ
う。その際，大学入試センター試験の過去問は良い教材になる。大学入試センター試験はマーク式であり，文章選択の問題が多い。学
習効果も高いので，是非，日頃の学習に取り入れることをお勧めする。また，時間短縮という意味では，大問ごとの難易度を違いにも
注目したい。今年度の問題では5，6などは他の大問に比べると平易であり，短時間で解答可能な問題である。このような問題を速く
正確に解き，やや難度の高い問題にしっかりと時間を使えるように，時間配分を十分に注意しておこう。生物の勉強では覚えることが
多くなるが，それらの事象を単語として覚えようとしてもすぐに忘れてしまうものである。自分で生命現象の流れを説明できるようにな
り，その過程で単語も覚えるようにしたい。例えば，ヒトの眼の中に光が入ってから視覚が生じるまでの流れを，頭の中でイメージでき
るようにしてみよう。そうすれば，自分がどの部分を理解できていないかがわかるはずである。生物の勉強とは，単語を覚えることでは
無く，生命現象を理解することにある。正しい勉強を行い，高得点を目指してもらいたい。

■　一般入試　生物基礎（看護学部）

出題傾向
　解答時間は化学基礎と合わせて60分であり，生物基礎の試験時間は実質30分である。出題範囲は生物基礎の全範囲であり，バラン
スよく出題されている。解答方式は全てマークシート式である。生物基礎のマーク数の合計が24である。基本的な知識問題が多いこと
もあり，化学基礎との割合はほぼ同じと考えて良い。出題形式は空欄補充や文章の正誤判断に関する問題がほとんどであるが，図の中
の空欄を埋めるような問題も出題されている。本年度出題された問題が以下である。
4　エネルギーと代謝
　　異化・同化及びATPの構造に関する図の空所補充問題である。
5　遺伝子
　　DNAの研究史，細胞周期，遺伝子発現に関する中問３つから構成されている。
6　体内環境の維持
　　内分泌系に関する問題で，小問は３問。
7　免疫
　　自然免疫，獲得免疫に関する小問３問から構成されている。
8　生物の多様性と生態系
　　他の大問と異なり，リード文は無く，一問一答形式の小問７問から構成されている。

学習アドバイス
　生物基礎に関しては，大問数が多く，その中でも中問に分けられていることから，より広い範囲から出題しようとする意図が伺える。
難度の高い用語などは出題されていないので，生物基礎の全範囲に渡って，基本事項を中心に学習することを心掛けると良いだろう。
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難しい問題にあまり取り組む必要はない。大学入試センター試験「生物基礎」の対策問題集などのレベルを上限として，標準的な問題
集などに取り組むと良い。
　おおよそのスケジュールであるが，夏までは，自分が理解できていない部分が無くなるように「理解すること」を心掛けよう。そして，
夏以降は実際の入試問題の形式に慣れるために，過去問や問題集に取り組んで，知識の定着を図っていくと良い。特に文章選択の問
題に関しては，慣れないうちは解答に時間を要するものである。数をこなすことで，誤文となるパターンが少しずつ見えてくるものであ
る。演習を通じて得点力の向上を図ると良いだろう。
　今年度は，計算問題が出題されなかった。しかし，来年度も出題されない保証はない。看護学部では，入学後も計算を行う機会は多
いので，入試でも出題されることが多い。生物基礎の範囲から出題される定番の計算問題（酸素解離曲線の計算や尿生成に関する計
算など）に関しては，それほどパターンが多くはないので，しっかりと練習しておこう。
　全範囲からバランスよく出題されるということは，苦手分野があるとそれが出題されたときに得点できなくなってしまう。特に，生物
基礎の範囲の中で，植生のバイオームの分野は具体的な植物名が多く，苦手意識をもつ受験生が多い。苦手な分野ほど，後回しにする
ことなく十分に対策しておいた方が良い。生物の勉強は看護学部に入学したあとも役立つことが多い。受験のためはもちろんだが，自
分の将来のためにもしっかりと勉強してもらいたい。
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全
学
統
一
入
試　
日
本
史



53

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
日
本
史



54

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
日
本
史

迨
およ



55

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
日
本
史



56

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
世
界
史



57

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
世
界
史



58

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
世
界
史



59

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
現
代
社
会



60

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
現
代
社
会



61

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
現
代
社
会



62

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
数　
　
学



63

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
数　
　
学



64

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
数
学（
理
工
）



65

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
数
学（
理
工
）



66

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
数
学（
理
工
）



67

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
数
学（
看
）



68

創
価
大
学　
全
学
統
一
入
試　
数
学（
看
）



69

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
物
理（
理
工
）



70

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
物
理（
理
工
）



71

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
物
理（
理
工
）



72

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
化
学（
理
工
）



73

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
化
学（
理
工
）



74

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
化
学（
理
工
）



75

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
生
物（
理
工
）



76

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
生
物（
理
工
）



77

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
生
物（
理
工
）



78

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
生
物（
理
工
）



79

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
生
物（
理
工
）



80

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
化
学・生
物（
看
）



81

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
化
学・生
物（
看
）



82

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
化
学・生
物（
看
）



83

創
価
大
学　
全
学
統一入
試　
化
学・生
物（
看
）



84

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
英　
語



85

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
英　
語



86

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
英　
語



87

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
英　
語



88

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
英　
語



89

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
英　
語



90

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
英　
語



91

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
英　
語



92

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
英　
語



93

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
英　
語



94

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
英　
語



95

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
英　
語



96

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
国　
語



97

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
国　
語



98

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
国　
語



99

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
国　
語



100

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
国　
語

酉



101

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
国　
語



102

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
国　
語



103

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
国　
語



104

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
国　
語



105

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
国　
語



106

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
国　
語

た
う
せ
い



107

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
国　
語



108

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
国
語（
看
）



109

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
国
語（
看
）



110

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
国
語（
看
）



111

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
国
語（
看
）



112

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
日
本
史



113

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
日
本
史



114

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
日
本
史



115

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
日
本
史



116

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
日
本
史



117

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
日
本
史



118

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
日
本
史



119

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
世
界
史



120

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
世
界
史



121

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
世
界
史



122

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
世
界
史



123

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
世
界
史



124

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
世
界
史



125

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
現
代
社
会



126

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
現
代
社
会



127

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
現
代
社
会

恵　沢



128

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
現
代
社
会



129

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
現
代
社
会



130

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
現
代
社
会



131

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
現
代
社
会



132

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
現
代
社
会



133

創
価
大
学　
一般
入
試（
１
日
目
）　
数　
学



134

創
価
大
学　
一般
入
試（
２
日
目
）　
数　
学



135

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
数
学（
理
工
）



136

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
数
学（
理
工
）



137

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
数
学（
看
）



138

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
数
学（
看
）



139

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
物
理（
理
工
）



140

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
物
理（
理
工
）



141

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
物
理（
理
工
）



142

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
物
理（
理
工
）



143

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
物
理（
理
工
）



144

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
化
学（
理
工
）



145

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
化
学（
理
工
）



146

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
化
学（
理
工
）

アンモニアソーダ法の製造法は①〜⑤式のようになるが，これをまとめると⑥式とな



147

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
生
物（
理
工
）



148

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
生
物（
理
工
）



149

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
生
物（
理
工
）



150

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
生
物（
理
工
）



151

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
生
物（
理
工
）



152

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
生
物（
理
工
）



153

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）　
生
物（
理
工
）



154

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）化
学・生
物（
看
）



155

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）化
学・生
物（
看
）



156

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）化
学・生
物（
看
）



157

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）化
学・生
物（
看
）



158

創
価
大
学　
一般
入
試（
３
日
目
）化
学・生
物（
看
）
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創価大学　平成29年度入試問題［解答例］
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

公募推薦入試：英語
1 4, 2 1, 3 2, 4 3, 5 4, 6 1, 7 4, 8 2, 9 1, 10 2,

11 2, 12 3, 13 1, 14 4, 15 4, 16 2, 17 1, 18 1, 19 2, 20 3,

21 1, 22 4, 23 2, 24 3, 25 3, 26 2, 27 4, 28 4, 29 1, 30 1,

31 3, 32 2, 33 4, 34 4, 35 3, 36 4, 37 3, 38 3, 39 1, 40 3,

41 3, 42 2, 43 4, 44 1, 45 2, 46 3, 47 1, 48 3, 49 4, 50 2,

公募推薦入試：数学
1 ア 3, イ 1, ウ 2, エ 1, オ 0, カ 6, キ 1, ク 2, ケ 4,

2 ア 3, イ 2, ウ 4, エ 1, オ 2, カ 4, キ −， ク 7, ケ 9, コ 2,

サ 3,

3 ア 6, イ 4, ウ 1, エ 5, オ 6, カ 4, キ 2, ク 1, ケ 3, コ 2,

サ 2, シ 5, ス 3, セ 2,

4 ア −， イ 4, ウ 6, エ 5, オ − , カ 6, キ 1, ク − , ケ 6, コ 1,

サ 7,

全学統一入試：英語
1 2, 2 1, 3 4, 4 3, 5 4, 6 3, 7 2, 8 1, 9 1, 10 3,

11 3, 12 1, 13 2, 14 4, 15 4, 16 3, 17 4, 18 2, 19 2, 20 4,

21 2, 22 3, 23 4, 24 2, 25 3, 26 4, 27 3, 28 1, 29 1, 30 1,

31 2, 32 1, 33 3, 34 4, 35 1, 36 2, 37 3, 38 2, 39 3, 40 4,

41 1, 42 3, 43 2, 44 1, 45 4, 46 2, 47 1, 48 4, 49 3, 50 2,

全学統一入試：国語
1 c, 2 d, 3 a, 4 b, 5 c, 6 e, 7 b, 8 d, 9 d, 10 d,

11 e, 12 a, 13 d, 14 d, 15 c, 16 b, 17 e, 18 a, 19 d, 20 c,

21 a, 22 a, 23 e, 24 a, 25 d, 26 b, 27 c, 28 d, 29 e,
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全学統一入試：国語（看護学部）
1 c, 2 d, 3 a, 4 b, 5 c, 6 e, 7 b, 8 d, 9 d, 10 d,

11 e, 12 a, 13 d, 14 d, 15 c, 16 b, 17 e, 18 a, 19 d, 20 c,

21 a, 22 a, 23 e, 24 a, 25 d, 26 b, 27 c, 28 d, 29 e,

全学統一入試：日本史
1 b, 2 d, 3 b, 4 a, 5 c, 6 c, 7 a, 8 d, 9 c, 10 b,

11 d, 12 b, 13 b, 14 b, 15 b, 16 d, 17 c, 18 b, 19 a, 20 c,

21 d, 22 b, 23 c, 24 d, 25 a, 26 a, 27 c, 28 c, 29 b, 30 d,

31 d, 32 d, 33 e, 34 a, 35 d, 36 a, 37 b, 38 d, 39 a, 40 c,

全学統一入試：世界史
1 c, 2 b, 3 d, 4 a, 5 b, 6 c, 7 d, 8 b, 9 c, 10 d,

11 b, 12 c, 13 b, 14 a, 15 c, 16 b, 17 d, 18 b, 19 c, 20 b,

21 b, 22 c, 23 b, 24 d, 25 a, 26 b, 27 d, 28 b, 29 a, 30 b,

31 c, 32 b, 33 d, 34 b, 35 c, 36 a, 37 a, 38 c, 39 d, 40 b,

全学統一入試：現代社会
1 a, 2 b, 3 d, 4 a, 5 b, 6 c, 7 b, 8 d, 9 b, 10 c,

11 d, 12 a, 13 b, 14 a, 15 c, 16 c, 17 d, 18 a, 19 a, 20 b,

21 d, 22 c, 23 b, 24 d, 25 d, 26 b, 27 a, 28 a, 29 d, 30 a,

31 c, 32 a, 33 c, 34 d, 35 b, 36 a,

全学統一入試：数学
1 ア 2, イ 3, ウ 3, エ 2, オ 3, カ 0, キ 3, ク 6, ケ 7, コ 1,

サ 3, シ 6, ス 1, セ 2, ソ 1, タ 4, チ 1, ツ 2, テ 1, ト 1,

2 ア 2, イ −， ウ 2, エ 2, オ 2, カ 4, キ −， ク 6, ケ 2, コ 5,

サ −， シ 2,

3 ア −， イ 3, ウ −， エ 3, オ 8, カ 3, キ −， ク 2, ケ 3, コ 1,

サ 3, シ 3, ス 2, セ 2,
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全学統一入試：数学（理工学部）
1 ア 3, イ 4, ウ 2, エ 2, オ 7, カ 5, キ 7, ク 4, ケ 3, コ 6,

サ 1, シ 3, ス 5,

2 ア 9, イ 0, ウ 3, エ 3, オ 2, カ 6, キ 3, ク 1, ケ 3, コ 1,

サ 3, シ 1, ス 3, セ 3, ソ 4, タ −， チ 1, ツ 3,

3 ア 1, イ 4, ウ 3, エ 4, オ 1, カ 8,

4 ア 4, イ −， ウ 5, エ −， オ 1, カ −， キ 9, ク 5, ケ 1, コ 5,

サ 1, シ 8,

5 ア 1, イ 0, ウ 4, エ 2, オ 2, カ 2, キ 2, ク 2,

全学統一入試：数学（看護学部）
1 ア 1, イ −， ウ 2, エ 3, オ −， カ 3, キ 2, ク 2, ケ 7, コ 3,

サ 2, シ 2, ス 1, セ 6, ソ 3, タ 2, チ 1, ツ 2, テ 3,

2 ア 8, イ 1, ウ 5, エ 2, オ 7, カ 1, キ 7, ク 4, ケ 2,

3 ア 3, イ 1, ウ 3, エ 0, オ 3, カ 1, キ 2, ク 3, ケ 3, コ 2,

サ 9, シ 0,

全学統一入試：物理（理工学部）
1 6, 2 1, 3 6, 4 4, 5 5, 6 5, 7 2, 8 2, 9 6, 10 3,

11 4, 12 4, 13 3, 14 2, 15 1, 16 2, 17 7, 18 4, 19 5, 20 4,

21 6,

全学統一入試：化学（理工学部）
1 a 1, b 2, c 5, d 5, e 5, f 4, g 3, h 4, i 3, j 6,

2 a 3, b 1, c 4, d 5, e 1, f 9, g 6, h 3, i 8, j 5,

k 4, l 6, m 3, n 5, o 5, p 4, q 8,

3 a 7, b 5, c 4, d 5, e 2, f 3, g 3, h 4, i 4, j 1,

k 5, l 3,

4 a 5, b 1, c 2, d 1, e 2, f 2, g 2, h 1, i 1, j 1,

k 2, l 1, m 1, n 2, o 1, p 1, q 1, r 4, s 9, t 6,

u 3, v 2,

全学統一入試：生物（理工学部）
1 1, 2 3, 3 4, 4 4, 5 1, 6 1, 7 5, 8 6, 9 5, 10 6,

11 5, 12 4, 13 4, 14 4, 15 4, 16 1, 17 3, 18 4, 19 3, 20 5,

21 2, 22 5, 23 5, 24 4, 25 2, 26 5, 27 5, 28 2, 29 5, 30 4,

31 5, 32 4, 33 1, 34 4, 35 1, 36 3, 37 6, 38 3, 39 4, 40 1,

41 8, 42 2, 43 6, 44 3, 45 6, 46 1, 47 1, 48 4,
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全学統一入試：化学・生物（看護学部）
1 a 1, b 2, c 5, d 4, e 3, f 4,

2 a 3, b 1, c 4, d 5, e 1, f 9, g 6, h 3, i 8, j 5,

k 4, l 6, m 3, n 5, o 5,

3 a 1, b 3, c 7, d 6, e 4, f 5,

4 a 6, b 3, c 6, d 3, e 2, f 3,

5 a 6, b 4, c 3, d 1, e 4, f 3,

6 a 4, b 3, c 6, d 1,

一般入試：英語　1日目
1 4, 2 2, 3 1, 4 1, 5 2, 6 4, 7 4, 8 4, 9 1, 10 1,

11 4, 12 1, 13 3, 14 1, 15 1, 16 3, 17 4, 18 2, 19 3, 20 3,

21 3, 22 1, 23 4, 24 2, 25 2, 26 4, 27 2, 28 3, 29 2, 30 4,

31 2, 32 4, 33 3, 34 1, 35 3, 36 3, 37 2, 38 2, 39 4, 40 4,

41 3, 42 1, 43 3, 44 3, 45 4, 46 1, 47 2, 48 2, 49 2, 50 1,

一般入試：英語　2日目
1 1, 2 4, 3 3, 4 2, 5 3, 6 4, 7 2, 8 4, 9 1, 10 3,

11 3, 12 2, 13 1, 14 4, 15 3, 16 1, 17 2, 18 4, 19 4, 20 1,

21 2, 22 3, 23 2, 24 1, 25 2, 26 4, 27 3, 28 1, 29 4, 30 4,

31 2, 32 2, 33 3, 34 1, 35 4, 36 1, 37 4, 38 2, 39 1, 40 3,

41 3, 42 2, 43 1, 44 4, 45 4, 46 1, 47 2, 48 3, 49 1, 50 1,

一般入試：英語　3日目
1 4, 2 1, 3 2, 4 3, 5 2, 6 3, 7 1, 8 4, 9 2, 10 1,

11 2, 12 2, 13 1, 14 2, 15 1, 16 2, 17 3, 18 2, 19 2, 20 3,

21 1, 22 1, 23 4, 24 2, 25 3, 26 2, 27 3, 28 2, 29 2, 30 2,

31 1, 32 4, 33 1, 34 4, 35 4, 36 1, 37 3, 38 3, 39 4, 40 4,

41 3, 42 4, 43 1, 44 2, 45 1, 46 1, 47 1, 48 4, 49 3, 50 3,

一般入試：国語　1日目
1 c, 2 d, 3 e, 4 b, 5 c, 6 e, 7 b, 8 a, 9 d, 10 b,

11 d, 12 c, 13 a, 14 e, 15 b, 16 c, 17 b, 18 a, 19 e, 20 c,

21 d, 22 c, 23 e, 24 a, 25 e, 26 b, 27 a, 28 e, 29 d, 30 b,

31 e, 32 c, 33 d, 34 c, 35 c, 36 b,
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一般入試：国語　2日目
1 b, 2 d, 3 c, 4 a, 5 e, 6 d, 7 e, 8 b, 9 c, 10 e,

11 d, 12 b, 13 e, 14 d, 15 b, 16 e, 17 c, 18 b, 19 a, 20 c,

21 d, 22 a, 23 c, 24 e, 25 b, 26 d, 27 b, 28 e, 29 e, 30 a,

31 a, 32 b, 33 d, 34 e, 35 d, 36 a, 37 c,

一般入試：国語　3日目（看護学部）
1 d, 2 b, 3 e, 4 a, 5 c, 6 d, 7 a, 8 e, 9 a, 10 d,

11 c, 12 d, 13 e, 14 b, 15 c, 16 e, 17 d, 18 a, 19 c, 20 c,

21 e, 22 e, 23 d, 24 b, 25 b, 26 c, 27 c, 28 e,

一般入試：日本史　1日目
1 d, 2 d, 3 b, 4 a, 5 b, 6 a, 7 c, 8 c, 9 a, 10 b,

11 c, 12 a, 13 c, 14 d, 15 b, 16 c, 17 c, 18 d, 19 a, 20 d,

21 a, 22 d, 23 b, 24 c, 25 b, 26 d, 27 b, 28 a, 29 d, 30 c,

31 c, 32 a, 33 c, 34 b, 35 a, 36 c, 37 d, 38 d, 39 b, 40 d,

一般入試：日本史　2日目
1 d, 2 a, 3 d, 4 a, 5 c, 6 b, 7 b, 8 b, 9 a, 10 c,

11 c, 12 d, 13 c, 14 c, 15 a, 16 b, 17 d, 18 c, 19 a, 20 d,

21 a, 22 b, 23 b, 24 a, 25 a, 26 d, 27 a, 28 d, 29 c, 30 b,

31 b, 32 c, 33 c, 34 b, 35 d, 36 d, 37 a, 38 d, 39 d, 40 b,

一般入試：世界史　1日目
1 d, 2 d, 3 c, 4 b, 5 a, 6 c, 7 b, 8 c, 9 a, 10 d,

11 c, 12 c, 13 c, 14 b, 15 d, 16 b, 17 a, 18 b, 19 d, 20 c,

21 b, 22 c, 23 c, 24 b, 25 b, 26 d, 27 a, 28 b, 29 a, 30 b,

31 b, 32 c, 33 d, 34 a, 35 c, 36 a, 37 d, 38 b, 39 b, 40 c,

一般入試：世界史　2日目
1 d, 2 c, 3 b, 4 c, 5 a, 6 b, 7 d, 8 c, 9 a, 10 b,

11 b, 12 d, 13 a, 14 c, 15 c, 16 d, 17 a, 18 c, 19 b, 20 d,

21 b, 22 a, 23 b, 24 b, 25 b, 26 d, 27 a, 28 a, 29 d, 30 b,

31 c, 32 b, 33 a, 34 b, 35 c, 36 d, 37 d, 38 b, 39 c, 40 a,
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一般入試：現代社会　1日目
1 b, 2 a, 3 b, 4 d, 5 b, 6 c, 7 a, 8 a, 9 c, 10 b,

11 c, 12 d, 13 c, 14 c, 15 d, 16 d, 17 c, 18 d, 19 b, 20 c,

21 d, 22 c, 23 a, 24 d, 25 c, 26 e, 27 h, 28 d, 29 a, 30 d,

31 c, 32 d, 33 c, 34 d, 35 b, 36 d, 37 d, 38 c, 39 f, 40 f,

41 b, 42 e, 43 a, 44 b,

一般入試：現代社会　2日目
1 d, 2 b, 3 c, 4 c, 5 a, 6 d, 7 b, 8 b, 9 b, 10 c,

11 a, 12 a, 13 b, 14 c, 15 d, 16 c, 17 d, 18 c, 19 b, 20 d,

21 d, 22 a, 23 a, 24 d, 25 b, 26 a, 27 a, 28 b, 29 c, 30 b,

31 c, 32 a, 33 c, 34 c, 35 d, 36 b, 37 a, 38 a, 39 d, 40 c,

41 c,

一般入試：数学　1日目
1 ア −， イ 3, ウ 1, エ 7, オ −， カ 1, キ 8, ク 2, ケ 4,

2 ア 3, イ 4, ウ 5, エ 1, オ 1, カ 1, キ 8, ク 1, ケ 7, コ 2,

3 ア −， イ 1, ウ 6, エ 5, オ 1, カ 5, キ 2, ク −， ケ 2, コ 5,

サ 4, シ −， ス 6, セ 4, ソ 5, タ 1, チ 7, ツ 2, テ 1, ト 6,

ナ 3, ニ 2, ヌ 2,

4 ア 1, イ 5, ウ 7, エ 1, オ 1, カ 6, キ 5, ク 6, ケ 1, コ 3,

サ 3, シ 1, ス 6, セ 3, ソ 3,

一般入試：数学　2日目
1 ア −， イ 3, ウ 2, エ 2, オ −， カ 2, キ 1, ク 9, ケ 1, コ 0,

サ 8, シ 1, ス 9, セ 1, ソ 5,

2 ア 7, イ 8, ウ 9, エ 1, オ 2, カ 1, キ 6, ク 8, ケ 2, コ 7,

サ 3, シ 7, ス 2, セ 1, ソ 6,

3 ア 1, イ 1, ウ 4, エ 1, オ 2, カ 7, キ 4, ク 1, ケ 1, コ 3,

サ 3, シ 4, ス 3, セ 7, ソ 3, タ 8,

4 ア 3, イ 1, ウ 2, エ 1, オ 2, カ 3, キ 2, ク 1, ケ 2, コ 4,

サ 2, シ 3,
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一般入試：数学　3日目（理工学部）
1 ア −， イ 3, ウ −， エ 2, オ 7, カ 4, キ 3, ク 8, ケ 4, コ 1,

サ 1, シ 1, ス 1, セ 4, ソ 2, タ 4, チ 7, ツ 2, テ −， ト 7,

ナ 2, ニ 3, ヌ 2,

2 ア 9, イ 3, ウ 4, エ 5, オ 0, カ 3, キ 9, ク 7, ケ 2, コ 4,

サ 8, シ 0, ス 0,

3 ア 2, イ 3, ウ 4, エ 3, オ 3, カ 8, キ 3, ク 3, ケ 2, コ 8,

サ 1, シ 9, ス 2, セ 8, ソ 2, タ 5, チ 1, ツ 4, テ −， ト 1,

ナ 2, ニ 1, ヌ 5, ネ 6,

4 ア 3, イ 1, ウ 2, エ 1, オ 2, カ 9, キ 4, ク 5, ケ 4, コ 2,

サ 3, シ 4,

5 ア 2, イ 9, ウ 2, エ 4, オ 1, カ 6, キ −， ク 3, ケ 3, コ 1,

サ 6, シ 4, ス 1, セ 1, ソ 2,

6 ア −， イ 1, ウ 3, エ 2, オ 1, カ −， キ 3, ク 3, ケ 5, コ 3,

サ 3, シ 1, ス −， セ −， ソ 2, タ 2, チ 3, ツ 2, テ 2,

一般入試：数学　3日目（看護学部）
1 ア 1, イ 7, ウ 6, エ 7, オ 1, カ 2, キ 2, ク 4, ケ 9, コ 2,

サ 2, シ 4, ス 9,

2 ア −， イ 2, ウ 7, エ 2, オ 0, カ 5, キ 2, ク 0, ケ 0, コ 0,

サ 1, シ 8, ス 0, セ 1, ソ 6, タ 0, チ 1, ツ 6, テ 0, ト 2,

ナ 0, ニ 0, ヌ 0, ネ 0,

3 ア 1, イ 2, ウ 3, エ 4, オ 1, カ 2, キ 4, ク 6, ケ 2, コ 4,

4 ア 1, イ 2, ウ 5, エ 2, オ 7, カ 2, キ 0, ク 0, ケ 8, コ 2,

サ 7, シ 6, ス 4, セ 8, ソ 3,
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一般入試：物理　3日目（理工学部）
1 3, 2 2, 3 1, 4 2, 5 4, 6 3, 7 2, 8 2, 9 3, 10 1,

11 3, 12 2, 13 3, 14 1, 15 3, 16 5, 17 2, 18 4, 19 2, 20 3,

21 3, 22 3, 23 3, 24 6, 25 1, 26 3, 27 2, 28 4, 29 6, 30 4,

31 2, 32 6, 33 5, 34 C, 35 6, 36 5, 37 4, 38 b, 39 9, 40 4,

41 6, 42 6,

一般入試：化学　3日目（理工学部）
1 a 4, b 2, c 1, d 2, e 6, f 3, g 8, h 5, i 4, j 8,

k 2,

2 a 4, b 2, c 1, d 7, e 3, f 5, g 6, h 2, i 9, j 7,

k 5, l 1, m 2, n 4, o 8, p 0, q 2, r 4, s 8, t 0,

3 a 1, b 5, c 3, d 4, e 4, f 8, g 7, h 1, i 2, j 3,

k 5, l 2, m 4,

4 a 2, b 1, c 1, d 3, e 5, f 5, g 2, h 4, i 1, j 4,

k 6, l 7, m 9,

5 a 9, b 5, c 1, d 3, e 1, f 4, g 1, h 2, i 9, j 2,

k 6,

一般入試：生物　3日目（理工学部）
1 8, 2 2, 3 2, 4 8, 5 5, 6 4, 7 2, 8 3, 9 1, 10 3,

11 7, 12 2, 13 5, 14 5, 15 4, 16 1, 17 8, 18 6, 19 2, 20 5,

21 7, 22 4, 23 4, 24 4, 25 5, 26 5, 27 6, 28 2, 29 1, 30 5,

31 8, 32 5, 33 5, 34 3, 35 3, 36 6, 37 6, 38 7, 39 1, 40 6,

41 5, 42 2, 43 4, 44 5, 45 3, 46 8, 47 7, 48 7, 49 4, 50 3,

51 4, 52 8,
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一般入試：化学　3日目（看護学部）
1 a 4, b 2, c 2, d 6, e 3, f 8,

2 a 4, b 2, c 1, d 7, e 3, f 5, g 6, h 2, i 9, j 7,

k 5, l 1, m 2, n 4, o 8, p 0, q 2, r 4, s 8, t 0,

3 a 1, b 5, c 3, d 4, e 4, f 8, g 7, h 1, i 2, j 3,

k 5, l 2, m 4,

一般入試：生物　3日目（看護学部）
4 a 2, b 5, c 3, d 1, e 3,

5 a 1, b 4, c 8, d 3, e 5, f 1,

6 a 4, b 4, c 3,

7 a 5, b 4, c 5,

8 a 5, b 6, c 5, d 8, e 7, f 3, g 2,
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英　語 創価女子短期大学（公募推薦入試）学習アドバイス
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

出題傾向　�
　大問８題，小問45問で，すべて４つの選択肢から正解を１つ選ぶ選択式の問題となっている。構成は，会話文問題１題（小
問10問，A・Bの２つの会話文にそれぞれ５問ずつ）整序英作文問題１題（小問５問），中文空所補充問題１題（小問５問），文
法・語法問題２題（それぞれ小問５問），語彙問題１題（小問５問），中文読解問題１題（小問５問），長文読解問題１題（小問
５問）である。
　小問では，中文・長文問題がその他の問題よりも少ないが，文章量が多く，説明文であるため飛ばし読みができないので，
英文をすばやく読む力も必要となってくる。全体的な難易度は難しくはないが，試験時間内に問題を正確に解き終えるために
は，すばやい英語運用能力も必要である。

学習アドバイス　�
　各問題形式に対するさらに細かい分析をした上で，その対策を考えていこう。

●会話文問題
　大問１つに，A，Bに分かれたある程度の分量の会話文が用意されている。それぞれ，文中の空所に適した英文を選択する問
題３問と，内容に関する英問に答える問題２問が用意されている。会話文の内容は教科書レベルであるが，文章中に似たよう
な情報が複数入っていることもあり，注意が必要だ。会話の基本である「発話→応答」をきちんとおさえつつ，混乱しがちな
情報は整理しておくと良いだろう。
　対策としては，会話の授業などで「発話→応答」をいつも気にすることに加えて，会話特有の表現もメモして覚えるよう努
めると良い。教科書に付随する音声には，会話の素材も必ず入っているため，それを活用することも有効な対策となる。

●文法・語法・語彙・整序英作文問題
　いわゆる文法分野の問題が大問数にして４つあり，全体的に正確な英語運用能力が試されている。整序英作文問題は英文中
に用意された４つの選択肢を並び替え，指定の箇所の選択肢を答える形式である。難しい文法事項や語彙が使われていないた
め，比較的解答しやすい。文法・語法問題は，英文に対する日本語訳が与えられている大問と，日本語訳の無い大問が１つず
つ用意されている。前者は，語句の意味や，文法から解釈できる意味を考えさせる問題で，後者は純粋な文法力を試す問題で
ある。いずれも，教科書を一通り理解して，きちんと演習を積んでおく必要のある難易度である。語彙の問題は，教科書レベ
ルの熟語・イディオムに関する問題で，教科書や単語集に載っているものをきちんと覚えておけば良い。
　対策としては，「品詞とその使い方」「５つの文型と品詞の対応」について不確かなことがあれば，必ず文法参考書をしっか
り読んで理解することから始める。その後，文法力に自信があれば，入試標準レベルの文法問題集を，自信が無ければ，英検
準２級の文法問題集を一通りやってみよう。同時に，教科書や文法のテキストに載っている並べかえ問題もやりつつ，熟語や
イディオムに出会ったら，その都度書き出して自分だけの熟語・イディオム集を作ると良い。その後は，自信がつくまで同じ
問題集で演習を繰り返し行い，できれば２・３冊は学習し終えたい。地道な努力で文法を理解して身につけることが大切である。

●中文空所補充問題，中文・長文読解問題
　中文空所補充問題では，300 ～ 400語程度の英文が題材として使われており，文章中の５つの空所に適語を選ぶ形式である。
語彙のレベルは高くは無いが，文脈を丁寧に読まなければ正解を絞り込めないので，注意が必要だ。中文読解問題では，A，B
の２つの文章が用意されていて，題材としてそれぞれ100語前後の英文が使われている。Aには２つの，Bには３つの空所が用
意され，文章の内容に合う選択肢を選ぶ問題となっている。単語ではなく，熟語やイディオムが用いられたものが多いため，
内容をつかんでいれば比較的答えやすい。長文読解問題では，600 ～ 700語程度の英文を題材にして，内容に関する英問英答の
問題が４問と，内容に一致する日本文で書かれた選択肢を選ぶ問題が１問用意されている。分量が多いため，内容をつかむの
に時間がかかるが，内容をつかんでしまえば，比較的解答しやすい問題がほとんどである。
　対策としては，日ごろ使っているテキストの課題文を読んで，知らない単語があったり，読み返しても内容があまり理解で
きないようなことがあれば，その克服から始めよう。まず，文章の語数の50分の１程度を制限時間（分）にし，その時間内に
読み終えるように努める。その後，わからなかった語句を辞書で引き，意味を覚える。今まで学習してきた課題文に対して行
うだけでも，英文を読むための結構な体力がつくだろう。その後，制限時間の設けてある入試標準レベルの問題集を１冊用意
し，時間内に解答し，解説を丁寧に読んで理解してみる。それを繰り返す一方で，高校生用の週刊英字新聞などを購読し，１
週間かけてざっと目を通す練習を重ねよう。文法分野に重点が置かれた問題形式とはいえ，読解分野の小問から考えても，全
体の配点に占めるウエイトは大きいはずだ。教科書や英字新聞などには，たいてい音声がついているので，それを聞きつつ読
むと，読む速度も早くなるので，やってみると良い。
　今までの学習やその題材を最大限活かつしつつ，地道に学習を進める姿勢は，進学後も自分の支えとなる。合格を勝ち取り，
進学後も活躍するための力となってくれるだろう。
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出題傾向　�
　大問三題で，大問一は1500字程度，大問二は2000字程度の「随筆文の読解問題」，大問三が「語彙問題」という構成である。
それぞれ８～10問程度の小問があり，すべて４肢択一式の選択問題である。問題文が比較的短く読みやすいものであることや，
設問が基本的なものであることから，全体的には「やや易しい」レベルである。基本的な国語力がきちんと身についているか
どうかを測ることに主眼をおいた出題傾向である。大問ごとの特徴は以下の通り。
　大問一は，山崎正和『混沌からの表現』からの問題文であり，「花火」という具体例をきっかけとして「日本文化の根源にあ
る序破急のリズム」について考察していく文章である。難解な用語が少なく，論理も明快なので受験生にとっても読みやすい
はずだ。「日本文化」というテーマは，28年度に大問一で出題された水村美苗の文章と共通である。「漢字の熟語を完成させる」

「適切な接続語を入れる」などの空欄補充，傍線部の「理由説明」「内容説明」といった読解問題が中心であり，選択肢は語句
や短文であるのが特徴である。「特殊な漢字の読み」「外来語（カタカナ語）の意味を問う」「伝統芸能に関する文学史的知識を
問う」「表現技法を問う」などの知識問題も出題されている。
　大問二は，野矢茂樹『哲学な日々』からの問題文であり，「書くこと・話すことは『読者・聞き手の問い』を前提とする」と
いう内容である。「話し言葉」に近い文章で書かれており，大問一に比べてさらに「随筆」的な文章だ。「コミュニケーション」
というテーマは，28年度大問二で出題された吉田尚記の文章と共通である。「慣用句」「文章」の空欄補充，傍線部の「理由説明」

「内容説明」，本文全体での「要旨把握」「文章に表題をつける問題」など読解問題が中心となっている。「表現に関する問題」「漢
字の書き取り問題」などの知識問題も出題されている。
　大問三は，「漢字の正しい読み」「漢字熟語の正しい用法」「敬語の正しい使い方」「対義語の関係」を問う語彙問題から成る。
ほとんどの設問が「適切でない」ものを選ぶ形式であることが特徴として挙げられる。28年度は「論理に即して文を並べ替え
る問題」「外来語の意味・用法」なども出題されていた。

学習アドバイス　�
　第一に「知識問題」対策である。大問三だけでなく，大問一や大問二の中でも「語彙力を問う問題」「国語常識を問う問題」
がある。

①「漢字と重要語句に関する問題集」を１冊くりかえし学習しよう。語彙力がついてくれば，「文章の読解力」もUPするの
で一石二鳥だ。「漢字の読み書き」だけでなく「同義語・対義語」「慣用句・ことわざ・四字熟語」「カタカナ語（外来語）」
の知識も重要である（大問三で語彙問題として問われている）。

②「敬語」「表現技法」「文学史」などの「国語常識」についても問われているので，国語便覧や問題集を使って正しい用法
を理解しておくこと。

　第二に「読解問題」対策としては，「評論・随筆問題」が中心となった問題集を使おう。難易度は基本レベルが良い。
①「課題文の段落ごとの要点箇所に印をつける」→「課題文全体を150字前後に要約する」という訓練で「読解力」をUPさ

せることができる。指導者に添削してもらうこと。
②「解答力」UPのためには，「傍線部や空欄の前後の文脈で『言い換え関係』『対比関係』『因果関係』などの論理を見つける」

→「課題文中に見つけた『論理』に合致する選択肢を選ぶ」というパターンに慣れること。そういった「基本的論理」の
読解力を試すというところに出題意図があると考えられるからだ。

　第三に「時間配分の練習」も必要だ。過去問を使って，「どういう順序で解くか」「どういう時間配分で解くか」「見直しにど
れぐらいの時間を想定しておくか」など，シミュレーションしておこう。

国　語 創価女子短期大学（公募推薦入試）学習アドバイス
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム
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英　語 創価女子短期大学（一般入試）学習アドバイス
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム

出題傾向　�
　大問８題，小問45問で，すべて４つの選択肢から正解を１つ選ぶ選択式の問題となっている。構成は，会話文問題１題（小
問10問，A・Bの２つの会話文にそれぞれ５問ずつ），整序英作文問題１題（小問５問），中文空所補充問題１題（小問５問），
文法・語法問題２題（それぞれ小問５問），語彙問題１題（小問５問），中文読解問題１題（小問５問），長文読解問題１題（小
問５問）である。
　会話文問題では，A問題とB問題に分かれており，それぞれある程度の分量の会話文に対して，適文補充問題３問ずつと，内
容に関する英問英答問題２問ずつが用意されている。整序英作文問題は，与えられた日本語訳を参考に，英文中に用意された
４つの選択肢を並べ替え，指示された箇所の選択肢を答える形式である。中文空所補充問題では，200語～ 300語程度の説明文
を題材にして，文章中の５つの空所に対して，それぞれ選択肢が用意されている。文法・語法・語彙問題は，いずれも英文中
に設けられた空所に対して，補うのに適した選択肢を答える形式である。なお，文法・語法問題１題と，語彙問題には，英文
に相当した日本文が用意されていないので注意すること。中文読解問題は，A，Bの２つの文章が用意されていて，題材として
それぞれ100語前後の英文が使われている。Aには２つ，Bには３つの空所が設けられていて，それぞれ４つの選択肢の中から
文脈に沿う選択肢を答える形式である。長文読解問題では，600 ～ 700語程度の説明文を題材にして，内容に関する英問英答の
問題が４問と，内容に一致する日本文で書かれた選択肢を選ぶ問題が１問用意されている。中文読解問題，長文読解問題とも
に，入試標準レベルの説明文なので，主旨がわかりやすい評論文とは違うため，その読み方にも注意が必要である。
　全体として，文法分野では，今まで学習した英語の知識を正確に使えるかどうかが問われており，読解分野では，英文とし
て与えられた情報をすばやく正確に処理する能力が問われている。難易度は高くなく，文法分野は教科書レベルであるが，量
が多めの説明文が用いられているため，時間内に終えるために，すばやく正確に問題を解く練習を日ごろから積んでおくこと
が必要となる。

学習アドバイス　�

●会話文問題
　文章形式ではあるが，高校でも学習する比較的簡単な日常会話に関する英文が用いられており，それほど苦労なく理解でき
るだろう。だからこそ，会話の基本である「発話→応答」のつながりを意識して，会話文中に答えの根拠となる発話や表現を
見つけて，それを元にして答えるよう努めよう。英問英答問題でも，問われた内容に対する答えの根拠が会話文中に必ずある
ので，それをしっかりおさえてから解答することで，会話文問題でよく起こる勘違いをなくすことができる。日々の学習では，
会話独特の表現をその都度メモして覚えるなど，地道な学習が大切である。

●文法・語法・語彙・整序英作文問題
　「品詞とその使い方」「５つの文型と品詞の対応」について不確かなことがあれば，必ず文法参考書をしっかり読んで理解す
ることが先決である。その上で，標準的な文法問題集に取り組みつつ，比較的簡単な整序英作文問題集にも取り組むと良い。
一冊でまとめたいならば，英検２級の文法問題集でも良い。文法力に自信が無いならば，英検準２級の文法問題集から始めて
みよう。その後で上位の問題集に進むと良い。とにかく，数をこなし，標準レベルまでの文法知識を習得することに努めよう。

●中文空所補充問題，中文・長文読解問題
　まず，日ごろ使っている教科書を，レッスンごとに時間を計って頭から読み下してみよう。その後，かかった時間を記入し，
内容を書き出す。忘れていた単語や熟語は，とにかく取り出して覚えておくこと。音声がついているものであれば，それを活
用したい。音声を流しつつ一緒に音読し，その後，同じ文章を繰り返し聞いて，その内容をまとめると，読むスピードも早く
なる。今まで学習してきたものを使って，対策を立てる力を養うと良い。その後，解答時間の目安が書かれてある入試標準レ
ベルの問題集を用意し，時間内に正確に解けるよう心がけ，徐々に時間を縮めて行って，最終的に３分の２程度の時間で解け
るように練習する。また，高校生用の週刊英字新聞を購入し，毎日２，３記事を隙間の時間に読むと良い。とにかく，解く力だ
けでなく，英文を読むことに慣れ，説明された内容をすばやく正確に読む力を養おう。
　今までの学習やその題材を最大限活かしつつ，地道に学習を進める姿勢は，進学後も自分の支えとなる。合格を勝ち取り，
進学後も活躍するための力となってくれるだろう。
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出題傾向　�
　大問三題で，大問一が2000字程度の「随筆文の読解問題」，大問二が2000字程度の「評論文の読解問題」，大問三が「語彙問題」
という構成である。大問一と大問二はそれぞれ10問，大問三は７問の小問があり，すべて５肢択一式の選択問題である。問題
文が比較的短く読みやすいものであることや，設問が基本的なものであることから，全体的にはやや易しいレベルである。基
本的な国語力がきちんと身についているかどうかを測ることに主眼をおいた出題傾向である。大問ごとの特徴は以下の通り。
　大問一は，米原万里『ガセネッタ＆シモネッタ』からの問題文であり，「『美しい言葉』や『醜い言葉』を前提とした日本語論」
について疑問を提起していく文章である。文体は話し言葉に近く，非常に読みやすい。28年度の大問一の文章のテーマは「生
命論」だった。「漢字の熟語を完成させる」「適切な接続語を補充する」などの空欄補充，傍線部の「理由説明」「内容説明」を
中心とした読解問題となっている。選択肢は語句や短文であるのが特徴である。「特殊な漢字の読み」「外来語（カタカナ語）
の意味を問う」「伝統芸能に関する文学史的知識を問う」「表現技法を問う」などの知識問題も出題されている。
　大問二は，原研哉『日本のデザイン』からの問題文であり，「『複雑さを力の表象としていた時代』から『合理主義的なシン
プルさに価値を置く時代』への移り変わり」について分析した「近代文明論」である。文体は硬質な論文体。28年度の大問二
のテーマは「家族論」だったので，現代社会において重要なテーマであれば幅広い分野から出題されると予想される。「慣用句」

「文章」の空欄補充，傍線部の「理由説明」「内容説明」，本文全体での「要旨把握」「文章に表題をつける問題」など読解問題
が中心となっている。「文章表現に関する問題」「漢字の書き取り問題」など知識問題も出題されている。28年度は「段落の役
割を問う問題」や「文章構成に関する問題」なども出題されていたので，設問のヴァリエーションは多い。
　大問三は，「漢字の読み・書き取り」「漢字熟語の正しい用法」「同義語・対義語の関係」「敬語の正しい使い方」を問う語彙
問題からなる。ほとんどの設問が「適切でない」ものを選ぶ形式であることが特徴として挙げられる。28年度は「文を論理に
即して並べ替える問題」「外来語の意味・用法」なども出題されていた。

学習アドバイス　�
　まずは「知識問題」対策である。大問三だけでなく，大問一や大問二の中でも「語彙力を問う問題」「国語常識を問う問題」
がある。

①「漢字と重要語句に関する問題集」を１冊くりかえし学習しよう。語彙力がついてくれば，「文章の読解力」もUPするの
で一石二鳥だ。「評論」を読みこなすためには「抽象語」「観念語」「同義語・対義語」の知識を増やす必要があり，漢字の
熟語だけでなくカタカナ語（外来語）の知識も重要である（大問三で語彙問題として問われている）。

②「敬語」「表現技法」「文学史」などの「国語常識」についても問われているので，国語便覧や問題集を使って正しい用法
を理解しておくこと。

　次に「読解問題」対策としては，「評論・随筆問題」が中心となった問題集を使おう。難易度は基本レベルが良い。
①「課題文の段落ごとの要点箇所に印をつける」→「課題文全体を150字前後に要約する」という訓練で「読解力」をUPさ

せることができる。指導者に添削してもらうこと。
②「解答力」UPのためには，「傍線部や空欄の前後の文脈で『言い換え関係』『対比関係』『因果関係』などの論理を見つける」

→「課題文中に見つけた『論理』に合致する選択肢を選ぶ」というパターンに慣れること。そういった「基本的論理」の
読解力を試すというところに出題意図があると考えられるからだ。
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and heroine for all of us.
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公募推薦入試：英語　11月12日
1 4, 2 1, 3 2, 4 4, 5 1, 6 2, 7 4, 8 1, 9 3, 10 3,

11 2, 12 3, 13 4, 14 2, 15 1, 16 3, 17 3, 18 3, 19 2, 20 1,

21 4, 22 4, 23 1, 24 2, 25 3, 26 4, 27 1, 28 2, 29 3, 30 4,

31 1, 32 3, 33 3, 34 1, 35 3, 36 3, 37 4, 38 4, 39 1, 40 4,

41 4, 42 3, 43 1, 44 4, 45 2,

公募推薦入試：国語　11月12日
1 4, 2 2, 3 3, 4 1, 5 3, 6 1, 7 4, 8 1, 9 3, 10 4,

11 2, 12 1, 13 4, 14 3, 15 2, 16 4, 17 1, 18 2, 19 3, 20 4,

21 1, 22 3, 23 3, 24 3, 25 4, 26 2, 27 4, 28 3, 29 4, 30 1,

31 2,

一般入試：英語　2月4日
1 3, 2 2, 3 1, 4 4, 5 2, 6 3, 7 4, 8 1, 9 3, 10 4,

11 3, 12 2, 13 1, 14 4, 15 4, 16 1, 17 2, 18 2, 19 1, 20 3,

21 3, 22 2, 23 1, 24 4, 25 3, 26 2, 27 1, 28 2, 29 3, 30 4,

31 2, 32 4, 33 4, 34 2, 35 3, 36 4, 37 2, 38 2, 39 4, 40 1,

41 3, 42 1, 43 2, 44 2, 45 3,

一般入試：国語　2月4日
1 3, 2 4, 3 2, 4 5, 5 3, 6 5, 7 1, 8 4, 9 1, 10 2,

11 1, 12 4, 13 3, 14 4, 15 1, 16 5, 17 4, 18 2, 19 5, 20 3,

21 3, 22 4, 23 1, 24 1, 25 5, 26 1, 27 2, 28 5, 29 2,

創価女子短期大学　平成29年度入試問題［解答例］
作成／ゴートゥースクール・ドット・コム


